
　　（1）

は
じ
め
に

　

清
初
に
南
明
史
を
叙
述
し
た
私
撰
の
諸
史
書
の
中
で
唯
一
清
朝
に
認
め
ら

れ
、
乾
隆
四
七
年
（
一
七
八
二
）
刊
『
四
庫
全
書
総
目
』
史
部
・
紀
事
本
末

類
存
目
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
が
、
江
蘇
省
松
江
府
青
浦
県
（
今
の
上
海
市

青
浦
区
）
の
人
・
楊
陸
栄
（
字
は
采
南
、
号
は
潭
西
）
の
『
三
藩
紀
事
本
末
』

四
巻
で
あ
る）

1
（

。
こ
の
書
は
三
百
年
前
の
康
熙
五
六
年
（
一
七
一
七
）
に
成
立

し
て
か
ら
、
乾
隆
四
〇
年
代
（
一
七
七
五
〜
八
四
年
）
に
一
時
的
に
禁
書
扱

い
さ
れ
る
が）

2
（

、
後
に
軍
機
大
臣
の
上
奏
文
で
改
め
て
「
無
違
礙
語
句
」
が
確

認
さ
れ
、「
誤
夾
入
霉
爛
錯
雑
書

内
」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に）

3
（

、
全
書
中
ど

こ
に
も
清
朝
を
批
判
す
る
語
は
見
ら
れ
ず
、
字
面
だ
け
を
見
る
な
ら
ば
、
確

か
に
呉
翊
如
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
立
論
と
叙
事
は
完
全
に
清
の
統
治
者

側
か
ら
な
さ
れ
て
い
る）

4
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
楊
陸
栄
に
関
す
る
伝
記
史
料
で
あ
る
光
緒
五
年

（
一
八
七
九
）
刊
本
『
青
浦
県
志
』（
以
下
、
本
県
志
に
つ
い
て
は
年
号
を
冠

し
て
『
光
緒
志
』
な
ど
と
略
称
）
巻
一
九
・
人
物
三
・
文
苑
・
楊
陸
栄
伝

に）
5
（

、
研
究
経
史
諸
書
、
論
頗
辨
、
而
殷
頑
録
・
三
藩
紀
事
本
末
、
尤
於
忠
義

加
詳
。

と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、『
三
藩
紀
事
本
末
』
は
南
明
の
列
伝
集
で
あ
る
『
殷

頑
録
』
と
併
せ
て
「
忠
義
」
に
詳
し
い
と
あ
り
、こ
れ
が
南
明
士
女
の
「
忠
義
」

を
指
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
か
か
る
指
摘
と
禁
書
扱
い
さ
れ
た
判

断
と
の
繋
が
り
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
歴
史
意
識
を
解
明
し
よ

う
と
す
る
際
に
重
要
な
視
座
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
従
来
の
研

究
で
は
、『
三
藩
紀
事
本
末
』
と
『
殷
頑
録
』
と
の
関
係
は
お
ろ
か
、
楊
陸

栄
の
事
蹟
一
つ
と
っ
て
も
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い）

6
（

。
ま
た
南
明
期
に

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

楊
陸
栄
の
南
明
史
叙
述
に
関
す
る
初
歩
的
研
究

津　

田　

資　

久　
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　　　　（2）

清
軍
に
よ
る
屠
城
が
行
わ
れ
た
松
江
府
治
出
身
の
士
人
が）

7
（

、
通
常
先
行
す
る

特
定
の
一
つ
の
史
書
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
て
「
紀
事
本
末
」
を
編
集
す
る
と

こ
ろ
、「
三
藩
史
」
な
る
史
料
が
存
在
し
な
い
中
、敢
え
て
「
三
藩
紀
事
本
末
」

と
題
し
て
南
明
史
を
撰
述
し
て
い
る
異
常
性
も
注
目
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

右
の
よ
う
に
、
特
異
な
史
書
で
あ
る
『
三
藩
紀
事
本
末
』
の
史
学
的
・
政

治
的
意
味
合
い
が
殆
ど
議
論
に
す
ら
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

本
稿
で
は
そ
の
初
歩
的
研
究
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
楊
陸
栄
と
い
う
人
物
を
考

察
す
る
上
で
全
く
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
そ
の
根
本
史
料
と
な

る
『
潭
西
詩
集
』
の
内
容
を
ま
ず
概
観
し
た
上
で
、
楊
陸
栄
の
事
蹟
と
彼
を

取
り
巻
く
青
浦
県
人
士
と
の
関
係
等
を
確
認
し
、
最
後
に
『
潭
西
詩
集
』
巻

一
〇
・『
何
其
集
』
に
収
録
さ
れ
る
南
明
人
士
・
事
件
を
題
材
と
し
た
作
品

と
『
三
藩
紀
事
本
末
』・『
殷
頑
録
』
と
の
撰
述
の
関
係
を
検
討
し
、
撰
述
背

景
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　

一　
『
潭
西
詩
集
』
の
流
伝
状
況

　
『
潭
西
詩
集
』（
以
下
、『
詩
集
』
と
略
称
。
引
用
の
際
は
基
本
的
に
巻
数

の
み
表
記
）
全
二
一
巻
は
、
刊
本
と
し
て
現
存
す
る
の
は
巻
一
か
ら
巻
一
六

ま
で
で
、
巻
一
七
以
下
は
散
佚
し
て
い
る）

8
（

。
現
在
唯
一
出
版
物
と
し
て
利

用
で
き
る
テ
キ
ス
ト
は
、『
四
庫
全
書
禁
燬
書
叢
刊
補
編
』（
北
京
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
）
第
八
五
冊
所
収
の
北
京
図
書
館
蔵
影
印
刊
本
（
一
葉
当
た
り

一
行
二
七
字
×
一
八
行
）
で
あ
り
、「
清
雍
正
刻
本
」
と
さ
れ
る
が
、
少
な

く
と
も
影
印
刊
本
自
体
に
そ
れ
を
特
定
す
る
刊
行
年
の
情
報
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。或
い
は
何
か
明
確
に
拠
る
べ
き
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

た
だ
、
巻
一
六
・『
止
止
集
』
下
の
「
減
賦
紀
恩
詩
仿
鉄
崖
体
」
に
は
「
雍

正
皇
年
御
極
之
三
載
（
一
七
二
五
年
）
春
三
月
」（
一
葉
表
）
と
見
え
る
こ
と
、

ま
た
同
巻
の
「
拝
月
詞
女
孫
幼
殤
賦
此
自
遣
」
に
は
「
己
酉
七
月
十
七
日
夜
」

（
一
四
葉
表
）
の
句
が
あ
り
「
己
酉
」
が
雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
を
指
す

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
雍
正
年
間
の
作
品
を
含
む
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
冒
頭
に
置
か
れ
る
「
外
舅
」
た
る
王
原
の
序
に
は
、

生
刻
其
二
十
年
来
之
詩
十
二
集
。
…
…
康
熙
六
十
一
年
（
一
七
二
二
）

壬
寅
夏
四
月
、
西
亭
居
士
王
原
撰
。
時
年
七
十
有
七
。

と
あ
り）

9
（

、
二
番
目
に
置
か
れ
る
潘
肇
振
の
序
に
は
、

康
熙
六
十
年
辛
丑
（
一
七
二
一
）
六
月
下
澣
、
同
学
弟
潘
肇
振
拝
跋
。

と
あ
り
、
三
番
目
に
置
か
れ
る
陸

の
序
に
は
、

…
…
辛
丑
（
康
熙
六
〇
年
）
首
夏
（
四
月
）、
相
与
会
萃
編
纂
、
付
諸

刻
工
、
潭
西
命
余
覆
閲
裁
汏
、
余
展
視
弥
月
、
訖
無
刪
削
、
潭
西
怒
而

持
去
。
…
…
康
熙
六
十
年
辛
丑
又
六
月
下
浣
、
同
学
弟
拝
題
。

と
あ
り
、
四
番
目
に
置
か
れ
る
楊
陸
栄
の
自
序
に
も
、

少
作
荒
蕪
稿
、多
遺
棄
断
、自
癸
未（
康
熙
四
二
年〈
一
七
〇
三
〉）至
今
、

共
得
古
今
体
詩
、
如
干
首
類
、
為
一
十
二
巻
。
…
…
青
浦
楊
陸
栄
采
南
、
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甫
漫
題
詩
、
康
熙
六
十
年
辛
丑
六
月
既
望
（
一
六
日
）。

と
あ
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
か
か
る
事
情
は
『
詩
集
』
が
当
初
、
康
熙

六
〇
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
楊
陸
栄
の
詩
を
一
二
巻
本
と
し
て
選
定
さ

れ
、
お
そ
ら
く
同
年
六
月
下
旬
ま
で
に
書
籍
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
、
翌
年

の
刊
行
間
近
の
四
月
段
階
で
王
原
の
序
を
冠
し
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
ろ

う
。
実
際
、
二
一
巻
本
の
巻
一
二
・『
擪
線
集
』
は
「
起
己
亥
（
康
熙
五
八

年〈
一
七
一
九
〉）三
月
、尽
辛
丑（
康
熙
六
〇
年
）三
月
。」（
同
集
題
名
割
註
）

と
あ
る
時
期
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
こ
こ
ま
で
を

下
限
と
し
て
康
熙
六
〇
年
四
月
か
ら
選
定
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
と
も
合
致
す

る
。
よ
っ
て
、『
詩
集
』
は
当
初
、
一
二
巻
本
と
し
て
康
熙
六
一
年
に
刊
行

さ
れ
、
そ
の
後
、
九
巻
分
を
増
補
し
て
二
一
巻
本
と
し
て
改
め
て
刊
行
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る）
10
（

。
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
の
が
魚
尾
に
「
潘
序
」
と
題
さ
れ

る
潘
肇
振
の
序
に
「
拝
跋
」
と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
来
、
一
二

巻
本
の
跋
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
現
存
し
な
い
も
の
の
二
一
巻
本
の
編

纂
の
際
に
新
た
な
跋
文
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
巻
頭
に
移
動
さ
せ
ら
れ

た
事
情
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。ま
た
書
名
に
関
し
て
も
、王
原『
西
亭
文
鈔
』

巻
三
に
も
収
録
さ
れ
る
王
原
の
序
文
は
「
潭
西
詩
稿
序
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、

二
一
巻
本
の
鏡
書
き
に
も
「
潭
西
詩
稿
初
刻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
が
一
二
巻
本
の
本
来
の
書
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
二
一
巻
本

の
巻
一
以
下
に
「
潭
西
詩
集
」
と
題
さ
れ
る
書
名
は
、
増
補
の
際
に
改
称
さ

れ
た
も
の
と
見
て
大
過
な
か
ろ
う
。

　

な
お
、
各
巻
の
始
め
に
は
、
著
者
と
編
集
者
に
つ
い
て
、

青
浦
楊
陸
栄
采
南
氏
著

　
　

陸　

扶
桑

同
学
潘
肇
振
毅
老
選
訂

　
　

胡
鳴
玉
廷
佩

と
記
さ
れ
、『
詩
集
』
の
編
集
に
は
序
文
を
寄
せ
た
陸

と
潘
肇
振
の
他
に
、

彼
ら
と
「
同
学
」
の
胡
鳴
玉
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
巻
一
六
ま
で
し
か
現
存
し
な
い
二
一
巻
本
刊
本
の
各
巻
の
篇
目
名
、

詠
ま
れ
た
時
期
、
そ
れ
に
収
録
作
品
数
と
各
巻
の
分
量
を
確
認
す
る
と）
11
（

、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

巻
一
・『

巧
集
』
：
癸
未
（
康
熙
四
二
年
〈
一
七
〇
三
〉）
九
月
〜
甲

申
（
康
熙
四
三
年
）
五
月
〔
三
三
作
品
、
一
〇

葉
分
〕

巻
二
・『
無
端
集
』
：
記
載
は
な
い
が
、康
熙
四
三
年（
一
七
○
四
）六
月

頃
〜
康
熙
四
四
年
七
月
頃
〔
五
五
作
品
、
二
〇

葉
分）
12
（

〕

巻
三
・『
拈
花
集
』
：
乙
酉
（
康
熙
四
四
年
〈
一
七
〇
五
〉）
八
月
〜
丙

戌
（
康
熙
四
五
年
）
十
月
〔
三
六
作
品
、
二
二

葉
分
〕

巻
四
・『
寒
灘
集
』
：
丙
戌（
康
熙
四
五
年〈
一
七
〇
六
〉）十
一
月
〜
戊

子
（
康
熙
四
七
年
）
四
月
〔
五
一
作
品
、
二
一
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　　　　（4）

葉
分
〕

巻
五
・『
東
帰
集
』
：
戊
子
（
康
熙
四
七
年
〈
一
七
〇
八
〉）
四
月
〜
己

丑
（
康
熙
四
八
年
）
三
月
〔
一
七
作
品
、
一
三

葉
分
〕

巻
六
・『

羽
集
』
：
己
丑
（
康
熙
四
八
年
〈
一
七
〇
九
〉）
四
月
〜
庚

寅
（
康
熙
四
九
年
）
四
月
〔
九
〇
作
品
、
三
七

葉
分
〕

巻
七
・『
喚
奈
集
』
：
庚
寅
（
康
熙
四
九
年
〈
一
七
一
〇
〉）
五
月
〜
辛

卯
（
康
熙
五
〇
年
）
十
月
〔
一
六
作
品
、九
葉
分
〕

巻
八
・『

江
集
』
：
辛
卯（
康
熙
五
〇
年〈
一
七
一
一
〉）十
一
月
〜
壬

辰
（
康
熙
五
一
年
）
八
月
〔
二
七
作
品
、
一
一

葉
分
〕

巻
九
・『
希
古
集
』
：
壬
辰
（
康
熙
五
一
年
〈
一
七
一
二
〉）
九
月
〜
己

亥
（
康
熙
五
八
年
）
二
月
〔
二
七
作
品
。
一
七

葉
分
〕

巻
一
〇
・『
何
其
集
』
：
不
詳
。
た
だ
し
、
一
二
巻
本
の
順
序
を
踏
襲

し
、
か
つ
『
詩
集
』
は
編
年
順
に
配
列
し
て

い
る
の
で
、『
擪
線
集
』
の
成
立
以
前
か
ら

下
限
は
康
熙
六
〇
年
（
一
七
二
一
）
三
月
ま

で
の
作
品
と
見
ら
れ
る
〔
三
九
作
品
、
二
六

葉
分
〕

巻
一
一
・『
研
露
集
』
：
不
詳
。
成
立
時
期
は
巻
一
〇
と
同
じ
〔
五
九

作
品
、
二
〇
葉
分
〕

巻
一
二
・『
擪
線
集
』：
己
亥
（
康
熙
五
八
年
〈
一
七
一
九
〉）
三
月

〜
辛
丑
（
康
熙
六
〇
年
）
三
月
〔
九
三
作
品
、

二
八
葉
分
〕

巻
一
三
・『
物
言
集
』
：
壬
寅
（
康
熙
六
一
年
〈
一
七
二
二
〉）
正
月）
13
（

〜

癸
卯
（
雍
正
元
年
〈
一
七
二
三
〉）
八
月
〔
五
〇

作
品
、
二
四
葉
分
〕

巻
一
四
・『
詠
物
集
』
：
不
詳
。『
物
言
集
』
の
成
立
以
後
か
ら
『
止

止
集
』
上
の
成
立
以
前
か
〔
七
〇
作
品
、

一
六
葉
分
〕

巻
一
五
・『
止
止
集
』
上
：
不
詳
。
た
だ
し
、
一
五
葉
に
「
今
秋
」
を

題
材
に
し
た
詩
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
お

よ
そ
雍
正
元
年
（
一
七
二
三
）
九
月
以
後

か
ら
雍
正
二
年
秋
以
前
の
作
品
を
詠
ん
だ

も
の
か
。〔
三
一
作
品
、
一
六
葉
分
〕

巻
一
六
・『
止
止
集
』
下
：
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
三
月
〜
雍
正
七

年
七
月
頃
〔
二
九
作
品
、
一
七
葉
分
〕

　

歴
史
を
題
材
と
し
た
詩
賦
は
少
な
く
な
い
が）
14
（

、
特
に
明
末
清
初
を
詠
ん
だ

も
の
に
関
し
て
言
え
ば
、「
新
楽
府
」
上
・
中
・
下
と
し
て
巻
一
〇
・『
何
其

集
』
で
集
中
的
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
上
が
崇
禎
帝
期
、
中
・
下
が
南
明
期
の
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　　　　（5）

人
物
・
事
件
を
叙
す
。

　

右
が
現
存
刊
本
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
『
詩
集
』
の
鈔
本
が
存

在
す
る
。
筆
者
が
二
〇
一
二
年
五
月
に
東
京
都
文
京
区
の
古
書
店
か
ら
購
入

し
た
、
全
四
八
葉
（
一
葉
当
た
り
一
行
二
二
字
×
二
〇
行
）
か
ら
成
る
近
年

に
新
造
さ
れ
た
帙
入
り
の
和
綴
じ
の
一
冊
本
が
そ
れ
で
あ
る）
15
（

。
第
一
葉
表
の

右
下
に
本
文
に
被
せ
る
形
で
蔵
書
印
も
押
さ
れ
て
お
り
、
朱
肉
が
薄
い
も
の

の
「
曳
尾
園
圖
書
□
」
と
判
読
し
得
る
が
、
管
見
の
限
り
、
か
か
る
印
面
を

有
す
る
蔵
書
家
を
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
何
時
写
さ
れ
た

鈔
本
か
は
不
明
で
あ
る）
16
（

。
た
だ
、
収
録
作
品
題
名
に
は
、
例
え
ば
「
雨
傘 

カ
ラ
カ
サ
」
の
よ
う
に
片
仮
名
で
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
人
が

所
蔵
し
た
こ
と
の
あ
る
の
は
疑
い
な
い
が
、
本
文
と
ル
ビ
の
字
体
の
違
い
ま

で
は
筆
者
に
は
見
分
け
が
つ
か
な
い
。

　

こ
の
鈔
本
は
四
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
序
（
一
葉
表
〜

三
葉
裏
）
で
あ
る
が
、
陸

と
潘
肇
振
の
序
は
省
略
さ
れ
、
王
原
と
楊
陸
栄

の
序
の
み
が
載
せ
ら
れ
る
。
次
に
「
潭
西
詩
集
」
と
題
さ
れ
る
だ
け
で
巻
数

等
の
記
載
が
な
い
が
、そ
の
直
後
に
「
詠
物
集
」（
四
葉
表
）
と
「
詠
物
二
集
」

（
一
九
葉
表
）
と
題
さ
れ
、
刊
本
と
同
様
に
著
者
と
編
集
者
を
記
す
書
き
出

し
が
二
度
出
て
来
る）
17
（

。「
詠
物
二
集
」
に
続
く
の
が
「
咏
物
詩
」（
二
九
葉
裏
）

と
題
さ
れ
て
始
ま
る
部
分
で
あ
る
。刊
本
と
対
照
す
る
と
、鈔
本
の「
詠
物
集
」

は
、
題
名
・
内
容
共
に
巻
一
四
に
一
致
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
詠
物
二
集
」

の
題
名
は
現
存
刊
本
に
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
内
容
の
一
致
す
る
も
の
も
皆
無

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
散
佚
し
た
巻
一
七
〜
巻
二
一
の
い
ず
れ
か
の
巻

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、『
詩
集
』
は
こ
の
鈔

本
に
よ
っ
て
一
七
巻
分
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。そ
し
て
鈔
本
の「
咏

物
詩
」
と
題
さ
れ
る
部
分
（
五
六
作
品
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
末
尾
の
二
作

品
を
欠
く
だ
け
で
、
刊
本
巻
一
二
・『
擪
線
集
』
の
一
二
葉
表
に
始
ま
る
「
咏

物
詩
」（
五
八
作
品
）
と
い
う
グ
ル
ー
プ
と
一
致
す
る
が）
18
（

、
そ
れ
は
四
三
葉

表
ま
で
で
、
そ
の
後
に
は
刊
本
の
巻
一
三
・
巻
三
・
巻
四
か
ら
抜
粋
し
た
作

品
を
入
れ
て
構
成
し
て
お
り）

19
（

、
混
成
巻
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
鈔
本
の
内

容
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈠　

序
：
王
原
の
序
文
（
一
葉
表
〜
二
葉
表
）
と
楊
陸
栄
の
自
序
（
二

　
　
　
　

葉
裏
〜
三
葉
裏
）

㈡　

巻
一
四
：
『
詠
物
集
』（
四
葉
表
〜
一
八
葉
表
。
七
〇
作
品
）

㈢　

巻
数
不
明
：
『
詠
物
二
集
』（
一
九
葉
表
〜
二
九
表
。
巻
一
七
〜

　
　
　
　
　
　
　

巻
二
一
の
い
ず
れ
か
の
巻
。
四
八
作
品
）

㈣　

混
成
巻
：
巻
一
二
・『
擪
線
集
』
の
「
咏
物
詩
」（
二
九
葉
裏
〜
四

　
　
　
　
　
　

三
葉
表
、
末
尾
の
二
作
品
を
欠
く
）、
巻
一
三
・『
物
言

　
　
　
　
　
　

集
』か
ら
一
三
作
品
を
抜
粋（
四
三
葉
裏
〜
四
六
葉
裏
）、

　
　
　
　
　
　

巻
三
・『
拈
花
集
』
か
ら
四
作
品
を
抜
粋
（
四
七
葉
表

　
　
　
　
　
　

〜
四
七
葉
裏
）、
巻
四
・『
寒
灘
集
』
か
ら
二
作
品
を
抜

　
　
　
　
　
　

粋
（
四
七
葉
裏
〜
四
八
葉
表
）。

　

右
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
鈔
本
は
巻
一
三
以
下
を
有
す
る
二
一
巻
本
を
も
と
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　　　　（6）

に
、
身
の
回
り
の
「
物
」
事
に
対
す
る
関
心
に
基
づ
き
作
ら
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
鈔
本
は
天
下
の
孤
本
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
り
、
刊
本
を
補
完
し
、
対
校
し
得
る
現
状
唯
一
の
テ
キ
ス
ト
と
評
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

　

そ
れ
で
は
、
か
か
る
『
詩
集
』
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
楊
陸
栄
の
事
績
は

ど
の
よ
う
に
復
元
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

二　

楊
陸
栄
の
事
蹟
及
び
青
浦
県
人
士
と
の
関
係

　

楊
陸
栄
の
伝
記
史
料
で
あ
る
『
光
緒
志
』
楊
陸
栄
伝
に
は
、
生
没
年
な
ど

の
彼
の
事
績
を
追
う
上
で
重
要
な
記
載
は
存
在
し
な
い
の
で
、
本
節
で
は
、

ま
ず
楊
陸
栄
の
生
没
年
代
と
こ
れ
に
関
わ
る
諸
著
作
の
成
立
年
代
を
考
察

し
、
次
に
彼
が
如
何
な
る
家
族
・
交
友
関
係
の
中
で
著
述
を
し
て
い
た
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
Ⅰ
）　

楊
陸
栄
の
生
没
年
代
と
諸
著
作
の
成
立
年
代

　

関
係
史
料
を
精
査
し
て
い
な
い
先
行
研
究
で
は
楊
陸
栄
の
生
没
年
は
一
切

記
述
さ
れ
る
こ
と
は
な
く）
20
（

、
逆
に
憶
測
だ
け
で
「
康
熙
年
間
」
の
人
と
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
が）

21
（

、少
な
く
と
も
生
年
に
関
し
て
は『
詩
集
』潘
肇
振
の
序
に
、

潭
西
与
余
家
向
属
世
好
、而
余
之
与
潭
西
交
也
、実
始
於
戊
辰
之
年
（
康

熙
二
七
年
〈
一
六
八
八
〉）、
時
潭
西
年
纔
弱
冠
。

と
あ
り
、「
弱
冠
」
が
単
な
る
青
年
時
代
を
指
す
修
辞
で
は
な
く
、
文

字
通
り
二
〇
歳
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
逆
算
す
る
と
康
熙
一
八
年

（
一
六
六
九
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
実
際
、
巻
三
・「
乙
酉

（
康
熙
四
四
年
、一
七
〇
五
年
）
除
夕
、効
誠
斎
体
」
で
は
自
身
を
指
し
て
「
楊

郎
酒
徒
三
十
七
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
。

　

次
に
楊
陸
栄
の
没
年
と
も
関
係
し
て
く
る
、
そ
の
諸
著
作
の
成
立
年
代
を

確
認
し
た
い
。
楊
陸
栄
の
著
書
と
し
て
は
、『
三
藩
紀
事
本
末
』
が
著
名
で

あ
り
、
そ
の
成
立
に
関
し
て
自
序
に
、

時
康
熙
五
十
六
年
（
一
七
一
七
）、
歳
次
丁
酉
、
仲
春
下
浣
、
青
浦
楊

陸
栄
采
南
氏
書
。

と
あ
り
、
ま
た
『
殷
頑
録
』
自
序
に）
22
（

、

康
熙
辛
丑
（
康
熙
六
〇
年
〈
一
七
二
一
〉）
孟
秋
、
青
浦
楊
陸
栄
采
南

甫
漫
題
。

と
あ
り
、
更
に
『
五
代
史
志
疑
』
自
序
に
、

康
熙
庚
子
（
康
熙
五
九
年
）
蒲
月
（
五
月
）
下
澣
、
青
浦
楊
陸
栄
采
南

氏
題
於
呉

旅
次）
23
（

。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
楊
陸
栄
の
没
年
も
康
熙
年
間
末
と
推
定
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
『
詩
集
』
巻

一
六
に
は
雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
七
月
十
七
日
に
詠
ん
だ
詩
が
存
在
す
る

の
で
、
没
年
は
当
然
そ
れ
以
降
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
も
そ
も
他
の

著
作
の
成
立
年
代
を
確
認
す
る
こ
と
な
し
に
、
そ
れ
を
議
論
す
る
の
は
些
か
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　　　　（7）

軽
率
と
思
わ
れ
る
。

　

現
状
で
楊
陸
栄
の
著
作
と
し
て
確
認
さ
れ
る
の
は
、
右
で
挙
げ
た
も
の
を

除
く
と
、

　
　
『
禹
貢
臆
参
』
二
巻）
24
（

　
　
『
経
学
臆
参
（
経
解
臆
参
）』
二
巻）

25
（

　
　
『
易
互
』
六
巻）

26
（

　
　
『
夢
囈
集
』
巻
数
不
明

　
　
『
遼
金
正
史
綱
目
（
遼
史
金
史
綱
目
）』
三
〇
巻

と
な
る
。『
禹
貢
臆
参
』
自
序
に
は
、

乾
隆
壬
戌
（
乾
隆
七
年
〈
一
七
四
二
〉）
仲
春
月
、
楊
陸
栄
識
。

と
あ
る
。
ま
た
『
経
学
臆
参
』
に
関
し
て
は
、
何
に
依
拠
し
て
い
る
の
か
不

明
で
あ
り
、
か
つ
些
か
曖
昧
で
あ
る
が
、『
中
国
叢
書
綜
録
』
第
一
冊
・「
総

目
」
四
九
九
頁
『
楊
潭
西
先
生
遺
書
』
条
に
よ
れ
ば
、

経
学
臆
参
二
巻　

乾
隆
中
刊

と
あ
り
、『
禹
貢
臆
参
』
と
姉
妹
編
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
刊
行
さ

れ
た
乾
隆
期
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
、『
易
互
』
自
序
に
、

乾
隆
戊
辰
（
乾
隆
一
三
年
〈
一
七
四
八
〉）
四
月
上
浣
、
楊
陸
栄
識
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
雍
正
七
年
以
降
、
乾
隆
一
三
年
ま
で
の
生
存
が
確
認
さ

れ
、
こ
れ
が
楊
陸
栄
の
生
存
を
示
す
最
下
限
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ

ば
、
少
な
く
と
も
楊
陸
栄
は
八
〇
歳
ま
で
は
著
述
家
と
し
て
活
躍
し
、
そ
れ

以
降
に
没
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

残
る
二
書
で
あ
る
が
、『
夢
囈
集
』
に
関
し
て
は
、
清
・
劉
世
瑗
輯
『
徴

訪
明
季
遺
書
目
』（
劉
宅
鉛
印
、
宣
統
二
年
〈
一
九
一
〇
〉）
一
三
葉
表
に
、

楊
陸
栄
夢
囈
集

と
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
巻
数
等
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
書
目
が
編
ま
れ

た
時
に
現
存
し
て
い
た
の
か
も
分
か
ら
な
い）
27
（

。
た
だ
、
明
末
清
初
に
関
す
る

著
作
で
あ
り
、『
三
藩
紀
事
本
末
』
や
『
殷
頑
録
』
と
密
接
に
関
連
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
名
称
が
『
詩
集
』
に
収
録
さ
れ
る
各
詩
集
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
或
い
は
史
料
集
で
は
な
く
、『
詩
集
』
の
欠
落
部
分
に
当
た
る
明
末

清
初
に
関
す
る
詩
を
詠
ん
だ
、単
行
さ
れ
た
専
巻
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
の
『
遼
金
正
史
綱
目
』
は
、鈔
本
し
か
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
と
見
ら
れ
る）
28
（

。
静
嘉
堂
文
庫

所
蔵
鈔
本
（
一
葉
当
た
り
一
行
二
二
字
×
二
〇
行
）
を
見
る
限
り
、
自
序
は

な
く
、
冒
頭
に
凡
例
（
五
葉
分
、
三
〇
則
）
が
あ
る
だ
け
で
、
成
立
年
代
を

示
す
も
の
は
な
い
。各
巻
の
分
量
は
最
多
で
二
三
葉
、最
少
で
一
二
葉
と
な
っ

て
い
る
が）
29
（

、
各
巻
頭
に
は
巻
数
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
必
ず
し
も
表
題
が
掲
げ

ら
れ
て
お
ら
ず）

30
（

、
ま
た
全
て
が
年
号
の
元
年
で
始
ま
る
と
い
う
書
法
も
取
ら

れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
例
え
ば
巻
一
の
冒
頭
に
（
括
弧
内
は
原
書
で
は
割

註
）、大マ

マ

祖
（
名
億
、
本
名
阿
保
機
、
徳
祖
長
子
、
在
位　
　

年
）

と
あ
る
よ
う
に
、
遼
・
金
の
全
君
主
の
在
位
年
数
が
空
格
に
な
っ
て
い
る
。
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　　　　（8）

こ
の
よ
う
に
、
体
例
が
整
っ
て
お
ら
ず
未
定
稿
の
ま
ま
流
伝
し
た
と
見
ら
れ

る
こ
と
、『
詩
集
』巻
二
と
巻
七（
康
熙
四
三
年
〜
康
熙
五
〇
年
の
作
品
）に
遼
・

金
関
係
の
詩
が
読
ま
れ
て
お
り）

31
（

、こ
の
撰
述
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
楊
陸
栄
の
著
作
傾
向
と
し
て
康
熙
期

に
は
史
書
の
撰
述
が
活
発
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
乾
隆
期
に
は
経
学
解
釈
書

の
撰
述
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
『
遼
金
正
史
綱
目
』
は

康
熙
四
三
年
以
降
に
作
ら
れ
た
、『
三
藩
紀
事
本
末
』
に
先
行
す
る
楊
陸
栄

最
初
の
史
書
に
属
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、『
詩
集
』
も
含
め
て
作
品
成
立
年
代
を
整
理
す
る
と
、

本
稿
末
尾
の
「
楊
陸
栄
年
譜
」
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
特
に
史
書
に
関
し
て

言
え
ば
、
五
代
・
遼
・
金
・
南
明
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
の
分
裂

時
代
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
Ⅱ
）　

楊
陸
栄
の
家
族
と
青
浦
県
人
士

　

後
述
の『
光
緒
志
』本
伝
に
は
、殆
ど
家
族
関
係
が
記
さ
れ
な
い
が
、『
詩
集
』

か
ら
は
、楊
陸
栄
に
一
人
の
兄
が
お
り）
32
（

、康
熙
六
一
年
（
一
七
二
二
）
に
「
孫
」

が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
人
は
息
子
が
い
た
こ
と）

33
（

、

ま
た
「
阿
元
」「
元
姪
」「
猶
子
元
」
と
呼
び
可
愛
が
っ
た
兄
の
子
が
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る）
34
（

。
雍
正
元
年
（
一
七
二
三
）
〜
二
年
頃
に
成
立
し
た
と

見
ら
れ
る
巻
一
五
・『
止
止
集
』
上
の
収
録
す
る
「
先
君
病
中
、
不
廃
参
餌
、

亡
内
王
毎
収
其
渣
而
乾
之
。
先
君
歿
、将
斂
荒
迷
中
、亡
内
偶
以
湯
飲
授
余
、

余
一
吸
遽
尽
、初
不
知
為
何
物
。
越
日
始
知
即
所
乾
之
参
渣
耳
。
存
亡
久
隔
、

老
壮
旋
移
、
三
十
年
而
至
今
、
而
余
亦
以
病
進
参
飲
焉
。
回
念
従
前
、
不
自

知
其
涕
泗
之
落
」
と
い
う
長
文
題
目
の
作
品
に
「
先
君
歿
已
三
十
載
、
内
子

亡
経
念
九
年
」
と
あ
る
の
で
、
遅
く
と
も
康
熙
三
四
年
（
一
六
九
五
）
に
は

「
先
君
」
と
あ
る
父
が
、康
熙
五
五
年
（
一
七
一
六
）
に
は
「
亡
内
王
」「
内
子
」

と
あ
る
王
原
の
娘
で
あ
る
妻
・
王
氏
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る）
35
（

。
と

す
れ
ば
、
こ
の
妻
の
死
と
同
時
期
に
『
三
藩
紀
事
本
末
』
の
撰
述
が
行
わ
れ

た
こ
と
も
意
味
し
よ
う
。

　

さ
て
、
楊
陸
栄
自
身
は
、
生
来
、
特
に
耳
目
を
患
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が）
36
（

、
何
度
も
旅
行
を
行
っ
て
お
り
、『
詩
集
』
陸

の
序
に
、

甲
申
（
康
熙
四
三
年
〈
一
七
〇
四
〉）
以
来
、
潭
西
客
遊
京
師
、
再
人

（「
入
」
の
訛
か
）
西
江
幕
舘
於
金

者
三
年
。
…
…
甲
申
以
前
、
多
文

酒
讌
会
友
朋
酬
唱
之
什
、
甲
申
以
後
、
游
歴
愈
広
、
感
慨
日
深
、
両
耳

失
聡
、
思
致
沈
鬱
、
弥
復
捜
討
物
情
、
穿
穴
経
史
。

と
あ
る
よ
う
に
、
体
調
の
不
良
を
押
し
て
康
熙
四
三
年
に
、
当
時
、
王
原
が

出
仕
す
る
北
京
に
上
っ
て
か
ら
、
各
地
を
遍
歴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
執
筆
内

容
に
深
み
が
増
し
、
精
力
を
「
経
史
」
に
振
り
向
け
た
と
記
さ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
経
済
的
に
は
困
窮
し
て
お
り
、
楊
陸
栄
の
『
詩
集
』
自
序
に
も
、

余
少
遭
坎

、
家
貧
落
魄
、

朝
夕
之
計
、
惘
然
不
知
所
措
。
中
年

奔
走
四
方
、
以
苟
衣
食
、
相
須
非
殷
。

と
書
か
れ
お
そ
ら
く
各
地
を
旅
行
す
る
費
用
は
妻
の
実
家
で
あ
る
王
原
が
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工
面
し
た
と
見
ら
れ
る
。
楊
陸
栄
が
踏
破
し
た
の
は
、『
詩
集
』
に
詠
ま

れ
る
詩
を
元
に
大
ま
か
に
纏
め
る
と
、
一
七
〇
四
〜
〇
五
年
の
北
京
往
復
、

一
七
〇
六
〜
〇
八
年
頃
に
江
西
省
、
一
七
〇
九
〜
一
〇
年
に
浙
江
省
―
江

西
省
―
安
徽
省
―
浙
江
省
、
一
七
一
一
〜
一
二
年
頃
に
浙
江
省
―
江
西
省
、

一
七
一
六
年
以
前
に
湖
南
省
、
一
七
二
〇
年
に
江
蘇
省
蘇
州
府
と
い
う
足
跡

が
浮
か
び
上
が
る）
37
（

。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
浙
江
省
経
由
で
三
度
も
江

西
省
に
入
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
三
藩
紀
事
本
末
』
は
特
に
江
西
省
に

お
け
る
抗
清
運
動
が
比
較
的
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
旅
行
で
の

取
材
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う）
38
（

。

　

そ
れ
で
は
次
に
、『
光
緒
志
』
に
散
見
さ
れ
る
関
係
記
事
の
確
認
を
行
い
、

検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

Ａ　

楊
陸
栄
墓
、
在
胥
溝
。〔
巻
一
二
・
名
蹟
・
古
蹟
・
冡
墓
〕

Ｂ　

雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）、
届
七
十
、
乞
休
旋
里
、
与
陸
緯
・
呂
樾
・

潘
肇
振
・
楊
陸
栄
文
酒
往
還
、
又
三
年
而
卒）
39
（

。〔
巻
一
八
・
人
物
二
・

仕
蹟
・
銭
珂
伝
〕

Ｃ　

少
通
爾
雅
訓
詁
、
王
原
深
器
之
。
与
楊
陸
栄
友
善
、
陸
栄
著
作
多

太
璞
与
参
定
。〔
巻
一
八
・
人
物
二
・
仕
蹟
・
趙
太
璞
伝
〕

Ｄ　

楊
陸
栄
、
字
采
南
。
婁
県
諸
生
。
居
学
潭
西
、
自
号
潭
西
。
早
慧

博
通
古
今
、
王
原
妻
以
女
、
得
其
伝
学
益
進
、
著
述
繁
富
。
荘
師

洛
称
其
詩
飄
飄
有
仙
意）
40
（

。
研
究
経
史
諸
書
、
論
頗
辨
、
而
殷
頑
録
・

三
藩
紀
事
本
末
、
尤
於
忠
義
加
詳
。〔
巻
一
九
・
人
物
三
・
文
苑
・

楊
陸
栄
伝
〕

Ｅ　

澱
畬
草
堂
合
稿
（
屠
旭
及
文
漪
著
・
宸
楨
著
、
宸
楨
子
善
長
編
。

楊
陸
栄
序
。）〔
巻
二
七
・
人
芸
文
・
書
目
〕

　

右
の
こ
と
を
纏
め
れ
ば
、
楊
陸
栄
は
元
来
、
隣
接
す
る
婁
県
の
諸
生
で
あ

り
、
青
浦
県
の
潭
西
に
移
っ
て
か
ら
は
、
博
学
文
才
を
買
わ
れ
て
青
浦
の
名

士
で
あ
る
王
原
の
婿
と
な
り
、
そ
の
学
問
を
継
承
し
た
こ
と
と
、
王
原
の
地

縁
に
負
う
所
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
銭
珂
、『
詩
集
』
の
序
を
寄
せ

た
陸

の
父
で
あ
る
「

軒
」
と
号
し
た
陸
緯
、
七
〇
歳
頃
に
引
退
し
九
一

歳
で
亡
く
な
る
ま
で
「
吟
咏
自
娯
」
と
あ
る
呂
樾
、「
承
其
家
学
、耽
書
嗜
古
」

や
「
耽
酒
長
吟
」
と
あ
る
潘
肇
振
、
文
字
の
訓
詁
に
優
れ
て
い
た
「
橘
郷
」

と
号
し
た
趙
太
璞
、
屠
文
漪
ら
と
の
密
接
な
交
友
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た

こ
と）
41
（

、
そ
の
没
後
は
青
浦
県
城
の
北
方
郊
外
に
位
置
す
る
胥
溝
に
葬
ら
れ
た

こ
と
等
が
知
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
Ｃ
に
見
え
る
よ
う
に
趙
太
璞
が
楊
陸
栄
の

著
作
活
動
す
な
わ
ち
「
経
史
」
の
撰
述
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。「
文
字
の
獄
」
が
荒
れ
狂
う
中
、
字
義
に
詳
し
い
親
友

の
趙
太
璞
の
協
力
の
下
、『
三
藩
紀
事
本
末
』
等
の
撰
述
が
行
わ
れ
た
た
め
、

反
清
色
を
一
切
読
み
取
ら
せ
な
い
叙
述
と
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で

あ
る）
42
（

。

　

更
に
こ
れ
を
『
詩
集
』
に
見
え
る
交
友
関
係
と
突
き
合
わ
せ
る
と
、
王
原

は
最
も
多
く
の
詩
の
題
目
（
一
一
作
品
）
に
出
て
き
て
お
り
、
頻
繁
に
関
係

良
好
だ
っ
た
婿
と
の
詩
の
応
酬
が
想
定
さ
れ
る
が）

43
（

、
そ
の
他
、『
青
浦
県
志
』
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で
確
認
出
来
る
人
物
と
し
て
は
、『
詩
集
』に
序
を
寄
せ
た「
西
軒
」陸
（
一
〇

作
品
）
と
「
毅
老
（
潘
毅
老
）」
潘
肇
振
（
四
作
品
）、
そ
の
選
訂
を
行
っ
た

「
廷
佩
」
胡
鳴
玉
（
一
作
品
）、「

軒
（
陸

軒
、東

軒
）」
陸
緯
（
三
作
品
）、

「
趙
橘
郷
」
趙
太
璞
（
一
作
品
）、「
我
友
」
と
称
さ
れ
る
「
竹
隝
（
唐
竹
隝
）」

唐
瑗
（
二
作
品
）、「
天
農
」
張
徳
純
（
一
作
品
）
が
確
認
さ
れ
、
県
内
の
文

人
た
ち
と
の
活
発
な
交
流
が
窺
わ
れ
る）
44
（

。
呂
樾
や
屠
文
漪
ら
が
如
何
な
る
号

を
称
し
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
が
、こ
の
他
に
、「
小
崑
」（
八
作
品
）、「
鶴
浦
」

（
四
作
品
）、「
我
友
」
と
あ
る
「
黄
棣
華
」（
二
作
品
）、「
霽
南
（
沈
霽
南
）」

（
二
作
品
）、「
虞
山
」（
一
作
品
）
等
と
あ
る
諸
人
も
、
お
そ
ら
く
多
く
が
青

浦
県
の
文
人
た
ち
で
あ
り）
45
（

、
か
か
る
詩
文
の
応
酬
を
行
う
交
友
関
係
を
基
礎

に
し
て
『
五
代
史
志
疑
』
に
序
文
を
寄
せ
た
「
恒
山
」
す
な
わ
ち
直
隷
省
正

定
府
（
今
の
河
北
省
石
家
庄
市
一
帯
）
の
梁
穆
な
ど
松
江
府
の
外
に
広
が
る

人
脈
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る）
46
（

。
ま
た
右
の
人
士
は
、
詩
文
の
制
作

に
長
じ
た
郷
紳
・
生
員
が
多
く）

47
（

、
そ
の
相
互
の
繋
が
り
に
よ
る
文
壇
が
形
成

さ
れ
、
そ
の
中
に
楊
陸
栄
も
属
し
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
た
だ
、
楊
陸
栄
自
身
に
即
し
て
言
え
ば
、
や
は
り
Ｄ
に
「
王
原

妻
以
女
、
得
其
伝
学
益
進
、
著
述
繁
富
。」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
王
原
の

学
問
を
継
承
し
た
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
乾

隆
志
』
巻
一
九
・
第
宅
園
林
下
に
は
、

大
樹
軒
・
蕉
窓
。
並
楊
氏
居
、
王
原
授
経
処
。

と
あ
り
、「
楊
氏
」
は
特
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
王
原
の
「
授
経
処
」

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
婿
の
楊
陸
栄
を
指
す
と
見
ら
れ
、
常
に
王
原
に
侍
し

て
そ
の
学
問
に
接
す
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
と
な
る）
48
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
楊
陸
栄
は
青
浦
県
の
郷
紳
・
生
員
文
壇
で
の
交
流
や
王

原
の
学
問
継
承
を
背
景
と
し
て
、
妻
・
王
氏
が
亡
く
な
っ
た
頃
に
、
親
友
の

趙
太
璞
の
協
力
を
得
て
用
字
を
慎
重
に
し
な
が
ら『
三
藩
紀
事
本
末
』や『
殷

頑
録
』
の
撰
述
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
何
故
そ
こ
ま
で
し
て

敢
え
て
南
明
史
を
執
筆
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
が
、
改
め
て
問
わ
れ
る

こ
と
と
な
ろ
う
。

　
　

三　

南
明
詩
と
南
明
史
叙
述

　

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
詩
集
』
巻
一
〇
・『
何
其
集
』
の
「
新
楽
府
」

中
・
下
が
南
明
詩
と
な
っ
て
お
り
、
三
字
の
題
目
が
書
か
れ
た
後
に
詩
序
が

置
か
れ
詩
が
詠
ま
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
と
『
三
藩
紀

事
本
末
』・『
殷
頑
録
』
の
叙
述
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
を
確
認

す
る
た
め
、南
明
詩
の
題
目
の
後
に
そ
の
詩
序
の
内
容
を
纏
め
、「
※
」
に
『
三

藩
紀
事
本
末
』（『
三
』
と
略
称
）
の
巻
数
・
篇
目
名
等
と
、『
殷
頑
録
』（『
録
』

と
略
称
）
で
の
扱
い
に
つ
い
て
示
す
。

　
　
「
新
楽
府
」
中

①
「
桂
城
下
」：
広
西
桂
林
陥
落
に
よ
る
瞿
式
耜
の
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
三
・「
瞿
式
耜
殉
粤
」
に
関
係
記
事
（
異
聞
を
含
む
）。

145



　　　　（11）

　
　
　
『
録
』
巻
六
に
瞿
式
耜
伝
。

②
「
黄
相
婦
」：
捕
縛
さ
れ
た
黄
道
周
に
書
簡
で
忠
臣
の
あ
り
方
を

　

説
い
た
妻
・
蔡
氏
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
二
・「
王
師
平
閩
」
に
関
係
記
事
。『
録
』
巻
三
に
黄

　
　

道
周
伝
。

③
「
龍
泉
郭
」：
江
西
で
抗
清
運
動
を
行
っ
た
郭
維
経
・
郭
応
銓
・

　

郭
応
衡
・
郭
応
煜
父
子
の
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
三
・「
楊
劉
万
殉
贛
」
及
び
巻
四
・「
雑
乱
」
第
一
八

　
　

条
に
関
係
記
事
。『
録
』
巻
四
に
郭
維
経
郭
応
銓
・
郭
応
衡
・

　
　

郭
応
煜
父
子
の
伝
。

④
「
別
母
妻
」：
福
建
漳
州
で
傅
雲
龍
が
母
を
友
・
陳
秀
に
託
し
た

　

こ
と
、
江
西
広
信
で
胡
夢
泰
が
妻
に
自
分
の
死
後
に
服
毒
を
言
い

　

つ
け
た
こ
と
を
詠
む
。

　

※
胡
夢
泰
は
『
三
』
巻
二
・「
金
王
収
江
西
」
に
関
係
記
事
（
異

　
　

聞
を
含
む
）。
傅
雲
龍
の
記
載
は
な
い
。『
録
』
巻
四
に
胡
夢
泰

　
　

伝
、
巻
五
に
傅
雲
龍
伝
。

⑤
「
永
豊
程
」：
江
西
永
豊
県
の
程
珣
・
程
士
鵬
父
子
の
死
を
詠
む
。

　

※『
三
』に
程
珣
父
子
の
記
載
は
な
い
。『
録
』巻
六
に
程
士
鵬
伝
。

⑥
「
画
網
巾
」：
福
建
に
潜
伏
後
、
捕
縛
・
殺
害
さ
れ
た
「
画
網
巾
」

　

と
い
う
無
名
氏
を
詠
む
。

　

※
「
画
網
巾
」
の
記
載
は
な
い
。『
録
』
巻
四
に
「
無
名
氏
」
と

　
　

し
て
立
伝
。

⑦
「
死
不
仆
」：
徐
石
麒
・
徐
爾
穀
父
子
の
死
を
詠
む
。

　

※『
三
』巻
二
・「
王
師
平
南
浙
」に
徐
石
麒
の
死
亡
だ
け
記
さ
れ
る
。

　
　

 『
録
』
巻
一
に
徐
石
麟マ

マ

・
徐
爾
穀
父
子
伝
。

⑧
「
古
虔
州
」：
江
西
贛
州
で
抗
清
運
動
を
行
っ
た
楊
廷
麟
・
万
元

　

吉
の
死
を
詠
む

　

※
『
三
』
巻
三
・「
楊
劉
万
殉
贛
」
に
関
係
記
事
。『
録
』
巻
四
に

　
　

楊
廷
麟
伝
と
万
元
吉
伝
。

⑨
「
贛
四
義
」：
江
西
贛
州
に
お
け
る
盧
観
象
・
月
世
光）
49
（

・
劉
曰
佺
・

　

孫
経
世
の
起
義
と
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
三
・「
楊
劉
万
殉
贛
」
に
関
係
記
事
。『
録
』
巻
四
に

　
　

劉
曰
佺
伝
、
盧
観
象
・
月
世
光
伝
、
孫
経
世
伝
（
目
録
に
見
え

　
　

る
だ
け
で
本
文
は
な
い
）。

⑩
「
劉
寡
婦
」：
王
藹
の
妻
・
劉
氏
の
抗
清
運
動
の
失
敗
と
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
四
・「
雑
乱
」
第
一
○
条
に
関
連
記
事
。『
録
』
に
記

　
　

載
な
し
。

⑪
「
黄
闖
子
」：
黄
得
功
の
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
一
・「
四
鎮
」
に
関
連
記
事
。『
録
』
巻
三
に
黄
徳マ
マ

功
伝
。

⑫
「
永
諸
生
」：
江
西
永
豊
県
の
諸
生
楊
不
盈
の
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
に
楊
不
盈
の
記
載
は
な
い
。『
録
』
巻
二
に
楊
不
盈
伝
。

⑬
「
曾
宗
覆
」：
江
西
の
湖
東
地
域
で
抗
清
運
動
を
行
っ
た
曾
亨
応
・
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曾
杞
・
曾
之
璋
・
曾
之
球
・
曾
之
琦
・
曾
応
筠
の
死
を
詠
む
。

　

※
巻
二
・「
金
王
収
江
西
」
に
関
係
記
事
。『
録
』
巻
四
に
曾
亨
応
・

　
　

曾
杞
・
曾
之
璋
・
曾
之
球
・
曾
之
琦
・
曾
応
筠
伝
。

⑭
「
両
難
殉
」：
万
文
英
・
万
元
亨
父
子
と
彼
ら
の
妻
妾
の
死
を
詠
む
。

　

※
万
文
英
夫
妻
は
『
三
』
巻
二
・「
金
王
収
江
西
」
に
関
係
記
事
。

　
　
『
録
』
巻
二
に
万
文
英
伝
。

⑮
「
百
丈

」：
江
西
で
抗
清
運
動
を
行
っ
た
掲
重
熙
の
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
二
・「
益
藩
擾
湖
東
」
に
関
係
記
事
。『
録
』
巻
六
に

　
　

掲
重
熙
伝
。

⑯
「
張
村
敗
」：
江
西
広
信
県
張
村
で
捕
縛
さ
れ
た
傅
鼎
銓
の
死
を

　

詠
む）
50
（

。

　

※
『
三
』
巻
二
・「
益
藩
擾
湖
東
」
に
関
係
記
事
。『
録
』
巻
六
に

　
　

傅
鼎
銓
伝
。

⑰
「
赤
心
胡
」：
江
西
進
賢
県
の
諸
生
胡
之
瀾
の
挙
兵
と
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
に
胡
之
瀾
の
記
載
は
な
い
。『
録
』
巻
四
に
胡
之
瀾
伝
。

⑱
「
刃
不
殊
」：
浙
江
徽
州
に
お
け
る
温
璜
夫
妻
の
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
二
・「
王
師
平
南
浙
」
に
関
係
記
事
。『
録
』
巻
二
に

　
　

温
璜
伝
。

⑲
「
舟
山
殉
」：
舟
山
群
島
に
お
け
る
張
肯
堂
の
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
二
・「
魯
藩
拠
浙
東
」
に
関
連
記
事
。『
録
』
巻
六
に

　
　

張
肯
堂
伝
。

　
「
新
楽
府
」
下

㊀
「
偰
家
池
」：
江
西
で
清
に
叛
い
た
金
声
桓
・
王
得
仁
に
合
流
し

　

た
姜
曰
広
の
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
三
・「
金
・
王
之
乱
」
に
関
連
記
事
。『
録
』
巻
六
に

　
　

姜
曰
広
伝
。

㊁
「
王
寵
死
」：
江
西
吉
水
県
の
王
寵
の
清
軍
を
欺
い
た
機
智
と
死

　

を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
四
・「
雑
乱
」
第
一
四
条
に
関
係
記
事
。『
録
』
に
記

　
　

載
な
し
。

㊂
「
僧
丹
竹
」：
江
西
安
仁
県
の
「
槍
棒
師
」
た
る
破
戒
僧
・
丹
竹

　

の
武
勇
と
死
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
巻
四
・「
雑
乱
」
第
一
四
条
に
関
係
記
事
。『
録
』
に
記

　
　

載
な
し
。

㊃
「
保
寧
歎
」：
益
王
に
背
い
て
清
に
内
応
し
た
保
寧
王
の
死
を
詠

　

む
。

　

※
『
三
』
巻
二
・「
益
藩
擾
湖
東
」
に
関
係
記
事
。『
録
』
巻
二
・

　
　

益
王
伝
に
附
載
。

㊄
「
洪
都
乱
」：
江
西
で
金
声
桓
と
王
得
仁
が
清
に
叛
き
敗
死
し
た

　

こ
と
を
詠
む
。

　

※『
三
』巻
三
・「
金
・
王
之
乱
」に
関
連
記
事
。『
録
』に
記
載
な
し
。

㊅
「
清
漳
哀
」：
鄭
成
功
に
包
囲
さ
れ
大
量
の
餓
死
者
を
出
し
た
福
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建
漳
州
の
惨
状
を
詠
む
。

　

※『
三
』巻
四
・「
鄭
成
功
之
乱
」に
関
係
記
事
。『
録
』に
記
載
な
し
。

㊆
「
紅
夷
遁
」：
鄭
成
功
に
よ
り
台
湾
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
が
駆
逐
さ
れ

　

た
こ
と
を
詠
む
。

　

※『
三
』巻
四
・「
鄭
成
功
之
乱
」に
関
係
記
事
。『
録
』に
記
載
な
し
。

㊇
「
松
眷
属
」：
金
声
桓
と
約
し
て
広
東
で
清
に
叛
い
て
敗
死
し
た

　

李
成
棟
と
そ
の
愛
妾
を
詠
む
。

　

※
『
三
』
李
成
棟
は
巻
三
・「
金
・
王
之
乱
」
に
関
係
記
事
。『
録
』

　
　

に
記
載
な
し
。

　

右
の
如
く
、
南
明
詩
全
二
七
作
品
の
う
ち
、
③
⑤
⑧
⑨
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
㊀

㊁
㊂
㊃
の
一
四
作
品
が
江
西
省
を
詠
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
前

述
の
よ
う
に
『
三
藩
紀
事
本
末
』
が
江
西
省
に
お
け
る
抗
清
運
動
を
比
較
的

詳
し
く
記
述
す
る
叙
述
傾
向
と
一
致
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
江
西
省
へ
の
取

材
旅
行
と
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
地
域
に
対
す
る
楊
陸
栄
の
関
心

の
高
さ
を
反
映
す
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
『
三
藩
紀
事
本
末
』
に
関
係
す
る

記
載
が
あ
る
が
『
殷
頑
録
』
に
伝
が
立
て
ら
れ
な
い
も
の
に
、
⑩
㊁
㊂
㊄
㊅

㊆
㊇
が
あ
る
が
、
立
伝
と
無
関
係
の
㊅
㊆
を
除
く
と
、
⑩
は
そ
も
そ
も
『
殷

頑
録
』
で
列
女
に
伝
が
設
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
除
外
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、

残
り
は
『
殷
頑
録
』
凡
例
の
第
四
則
に
、

与
頑
字
無
渉
者
不
録
。

と
あ
る
よ
う
に
、
清
に
叛
旗
を
翻
し
た
㊄
㊇
は
終
生
節
を
曲
げ
ず
「
頑
」
に

忠
義
を
尽
く
し
た
者
で
は
あ
り
得
ず
、
逃
亡
後
に
そ
の
死
が
確
認
さ
れ
た
㊁

や
、
本
来
、
専
心
し
て
仏
門
に
仕
え
る
べ
き
僧
侶
の
身
で
あ
り
な
が
ら
「
寝

皮
食
肉
為
律
規
」
と
あ
る
破
戒
ぶ
り
に
加
え
「
将
」
と
し
て
殺
生
を
行
っ
た

㊂
も
、
こ
こ
で
の
「
頑
」
と
い
う
基
準
か
ら
外
れ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う）
51
（

。
そ
れ
と
は
逆
に
『
三
藩
紀
事
本
末
』
に
記
載
が
な
く
、『
殷
頑
録
』

で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
④
傅
雲
龍
⑤
⑥
⑦
徐
爾
穀
⑫
⑰
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
「
新
楽
府
」
中
・
下
の
成
立
年
代
を
考
え
る
上
で
、
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
が
、
そ
れ
ら
と
『
三
藩
紀
事
本
末
』・『
殷
頑
録
』
と
の
記
事
の
異

同
で
あ
る
。
①
詩
序
で
は
瞿
式
耜
と
共
に
斬
ら
れ
た
張
同
敞
に
つ
い
て
、

時
、
少
司
馬
張
同
敞
自
霊
川
廻
過
式
耜
、
…
…
敞
曰
、
師
誼
君
恩
、
敞

当
共
之
。
遂
同
就
執
獄
中
。
敞
、
式
耜
弟
子
。

と
記
さ
れ
る
が
、『
三
藩
紀
事
本
末
』
に
は
、

俄
総
督
張
同
敞
自
霊
川
回
、
入
見
式
耜
、
誓
同
死
、
因
倶
就
執
、
幽
之

民
舎
。

と
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
藍
本
の
一
つ
で
あ
る
王
鴻
緒
『
明
史
稿
』
巻
二
六
〇
・

瞿
式
耜
伝
に
、

俄
総
督
張
同
敞
至
、
誓
偕
死
、
乃
相
対
飲
酒
。
…
…
遂
与
偕
行
、
至
則

踞
坐
於
地
。
諭
之
降
不
聴
、
幽
於
民
舎
。

と
あ
る
記
述
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず）
52
（

、師
弟
関
係
に
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

一
方
、『
殷
頑
録
』
巻
六
・
張
同
敞
伝
に
は
、
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同
敞
曰
、
君
恩
師
誼
、
敞
当
共
之
。
敞
、
耜
門
人
也
。
明
日
、
同
就
執
。

と
あ
っ
て
、
①
詩
序
と
同
様
に
「
門
人
」
と
す
る）

53
（

。
こ
れ
ら
は
『
三
藩
紀
事

本
末
』
の
成
立
以
後
に
楊
陸
栄
が
入
手
し
た
何
ら
か
の
史
料
に
基
づ
く
新
知

見
で
あ
ろ
う
。
ま
た
④
詩
序
に
は
胡
夢
泰
に
つ
い
て
、

胡
夢
泰
赴
広
信
、
以
薬
一
函
授
妻
李
曰
、
我
訃
至
、
服
此
、
毋
自
辱
也
。

泰
死
訃
至
、
李
仰
薬
死
。

と
記
し
、『
殷
頑
録
』
巻
四
・
胡
夢
泰
伝
も
細
部
が
や
や
詳
し
い
だ
け
で
ほ

ぼ
同
じ
内
容
を
載
せ
る
が
、
そ
も
そ
も
『
三
藩
紀
事
本
末
』
で
は
、

夢
泰
夫
妻
同
縊
死
。

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
後
に
成
立
し
た
『
殷
頑
録
』

と
④
で
記
述
の
訂
正
を
行
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
⑤
の
程
珣
に

つ
い
て
は
、
両
書
に
は
全
く
見
え
ず
、
程
士
鵬
の
調
査
に
付
随
し
て
『
殷
頑

録
』
の
執
筆
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
段
階
で
得
た
知
見
に
基
づ
き
、
こ
こ
で
詠
ま

れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、『
何
其
集
』「
新
楽
府
」
中
・

下
は
、『
殷
頑
録
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
も
し
く
は
そ
の
少
し
後
に
当
た
る
康

熙
六
○
年
（
一
七
二
一
）
頃
に
作
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
新
楽
府
」
中
・
下
を
通
じ
て
、
楊
陸
栄
は
何
を
表
現
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
性
格
の
異
な
る
㊅
㊆
を
除
い
た
全
て
の
作
品
で

詠
ま
れ
て
い
る
の
が
、枚
挙
に
暇
が
な
い
が
②
「
慟
哭
川
原
黄
相
婦
」、③
「
断

無
嗣
向
誰
訴
」
な
ど
の
句
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
事
敗
れ
て
亡
く
な
っ
た
者

た
ち
へ
の
哀
悼
で
あ
り
、
哀
悼
と
い
う
意
味
で
は
凄
惨
な
籠
城
戦
に
巻
き
込

ま
れ
餓
死
を
強
い
ら
れ
た
者
た
ち
を
詠
む
㊅
「
清
漳
哀
」
も
そ
の
範
疇
に
入

る
。
と
す
れ
ば
、
楊
陸
栄
が
そ
れ
ら
の
作
品
と
表
裏
す
る
『
殷
頑
録
』
の
凡

例
（
第
二
則
・
第
三
則
）
に
、

一
、
本
録
惟
詳
死
、
其
行
業
章
疏
在
前
朝
者
不
載
、
即
在
本
朝
定
鼎
以

　
　

後
者
亦
略
而
不
詳
、
不
敢
作
全
伝
故
耳
。

一
、
是
録
所
収
、
以
死
為
断
、
雖
大
節
無
虧
、
而
不
死
者
不
録
。

と
記
し
、
執
拗
に
「
死
」
に
拘
る
理
由
も
南
明
詩
と
同
様
の
意
識
か
ら
発
せ

ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
得
る
。
そ
し
て
か
か
る
傾
向
は
清
軍
に
陥
落
さ
せ
ら

れ
た
城
市
と
共
に
殉
ず
る
者
た
ち
を
詳
細
に
列
挙
す
る
『
三
藩
紀
事
本
末
』

に
も
既
に
表
れ
て
い
る）
54
（

。
更
に
⑨
「
贛
四
義
」
と
い
う
題
目
に
思
わ
ず
楊
陸

栄
の
本
音
が
垣
間
見
え
て
い
る
が
、
畢
竟
、
か
か
る
「
死
」
を
賭
し
て
貫
い

た
「
義
」
へ
の
哀
悼
と
は
、
明
朝
復
興
活
動
に
対
す
る
「
忠
義
」
の
顕
彰
に

他
な
ら
な
い
。
実
際
、
そ
れ
は
㊆
に
「
便
是
荊
州
也
須
借
」
の
句
が
あ
り
、

鄭
成
功
に
よ
る
台
湾
奪
取
が
荊
州
を
足
場
に
し
て
漢
室
再
興
を
目
指
し
た
劉

備
の
故
事
に
擬
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る）
55
（

。
無
論
、
そ
れ
を
史
書
で

直
接
的
に
示
す
こ
と
は
危
険
で
あ
る
の
で
、楊
陸
栄
は『
殷
頑
録
』の
自
序
に
、

夫
死
者
人
之
所
難
、
而
罪
者
人
之
所
諱
、
獲
罪
而
不
免
於
死
、
尚
思
避

焉
、
死
而
適
足
以
甚
其
罪
、
此
真
智
者
之
所
不
為
、
亦
愚
者
之
所
不
蹈
。

而
若
人
者
独
怡
然
就
之
、
以
自
棄
於
聖
世
、
此
論
世
者
所
為
撫
巻
長
歎

者
也
。

と
論
じ
る
よ
う
に
、
韜
晦
し
て
建
て
前
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
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な
い
。
だ
が
、
詩
と
い
う
文
学
作
品
だ
か
ら
こ
そ
、
不
意
に
韜
晦
し
て
い
た

か
か
る
顕
彰
へ
の
念
が
発
露
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
故
に
清
朝
に
と
っ
て
危
険

視
さ
れ
、『
詩
集
』
は
「
詩
中
語
渉
感
憤
」
と
評
さ
れ
て
禁
書
に
列
せ
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る）
56
（

。

　

右
の
よ
う
に
、
南
明
詩
と
南
明
史
叙
述
は
、
共
通
の
歴
史
意
識
と
し
て
明

朝
復
興
活
動
に
対
す
る
「
忠
義
」
の
顕
彰
と
哀
悼
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
見

ら
れ
、『
光
緒
志
』
楊
陸
栄
伝
が
『
三
藩
紀
事
本
末
』
と
『
殷
頑
録
』
を
指

し
て
「
尤
於
忠
義
加
詳
」
と
評
し
た
の
は
、
か
か
る
本
質
を
射
抜
い
た
卓
見

と
言
え
る
。
と
す
れ
ば
、『
三
藩
紀
事
本
末
』が
一
時
禁
書
に
な
っ
た
こ
と
も
、

そ
こ
ま
で
読
み
取
っ
た
禁
燬
す
る
側
の
官
僚
の
存
在
を
示
唆
し
よ
う
。

　

か
つ
て
謝
国
楨
氏
は
『
殷
頑
録
』
の
撰
述
意
図
に
つ
い
て
、

惟
自
序
所
云
可
謂
荒
謬
絶
倫
、
其
意
図
蓋
所
以
取
媚
清
廷
、
以
為
進
身

之
階
、
或
者
在
此
掩
飾
下
藉
以
存
明
季
忠
節
之
事
蹟
、
亦
未
可
知
。

と
述
べ
て
い
る
が）
57
（

、
媚
を
売
る
ほ
ど
中
央
政
界
と
の
直
接
的
な
繋
が
り
を
持

た
ず
、
終
生
在
野
で
過
ご
し
た
楊
陸
栄
に
、
敢
え
て
叙
述
そ
の
も
の
に
身
の

危
険
を
伴
う
南
明
を
扱
う
こ
と
で
得
る
利
益
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
故
、

『
詩
集
』
の
検
討
か
ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
逆
に
個
人
的
な
利
害
を
超
え
た

と
こ
ろ
で
の
「
存
明
季
忠
節
之
事
蹟
」
に
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
歴
史
意
識
の
出
発
点
と
な
る
『
三
藩
紀
事
本
末
』

の
撰
述
時
期
が
、
前
述
の
如
く
父
の
臨
終
で
も
甲
斐
甲
斐
し
く
尽
く
し
て
く

れ
た
妻
・
王
氏
の
亡
く
な
っ
た
頃
と
重
な
る
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば）
58
（

、
或

い
は
そ
の
死
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
る
形
で
「
忠
義
」
に
死
し
た
南
明
士

女
へ
の
哀
悼
が
叙
述
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

お
わ
り
に

　

な
お
、南
明
史
叙
述
の
特
徴
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
課
題
は
少
な
く
な
く
、

と
り
わ
け
『
三
藩
紀
事
本
末
』
に
関
す
る
考
証
が
依
然
と
し
て
不
十
分
で
あ

る
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
、
楊
陸
栄
に
関
す
る
概
要
を
ま

と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

ま
ず
、『
詩
集
』
全
二
一
巻
に
つ
い
て
は
、
そ
の
検
討
か
ら
、
元
来
、
康

熙
六
一
年
（
一
七
二
二
）
に
『
潭
西
詩
稿
』
一
二
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
そ

の
後
、
雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
以
降
に
九
巻
分
を
増
補
し
て
現
在
の
『
潭

西
詩
集
』
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
現
存
す
る
の
は
刊
本
の
巻

一
〜
巻
一
六
と
、
鈔
本
の
重
複
分
を
除
い
た
巻
数
不
明
一
巻
の
計
一
七
巻
分

で
あ
る
。

　

次
に
、『
詩
集
』
潘
肇
振
の
序
と
著
作
自
序
の
記
述
か
ら
、
楊
陸
栄
が
康

熙
一
八
年
（
一
六
六
九
）
に
生
ま
れ
、
乾
隆
一
三
年
（
一
七
四
八
）
ま
で
生

存
し
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
八
〇
歳
以
上
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
ま
た
彼
の
著
述
活
動
は
青
浦
県
の
文
壇
で
の
交
流
や
外
舅
・
王
原
の

学
問
継
承
を
背
景
に
行
わ
れ
お
り
、『
三
藩
紀
事
本
末
』
を
始
め
と
す
る
著

述
の
用
字
は
、
字
義
に
精
通
し
て
い
た
親
友
の
趙
太
璞
の
協
力
を
得
て
行
わ
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れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
『
三
藩
紀
事
本
末
』
に
南
明
期
の
江
西
省
に
関
す
る

記
述
が
比
較
的
詳
し
い
の
は
楊
陸
栄
自
身
の
旅
行
に
よ
る
取
材
も
基
づ
く
こ

と
、
更
に
本
書
の
撰
述
が
妻
・
王
氏
が
亡
く
な
っ
た
時
期
と
重
な
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、『
詩
集
』
巻
一
○
の
南
明
詩
は
、『
殷
頑
録
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の

康
熙
六
○
年
（
一
七
二
一
）
頃
に
成
立
し
、
そ
の
過
半
数
は
『
三
藩
紀
事
本

末
』
で
も
同
様
の
叙
述
傾
向
が
見
出
さ
れ
る
、
楊
陸
栄
が
頻
繁
に
訪
れ
た
江

西
省
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
か
る
南
明
詩
に
は
明
朝
復
興
活

動
に
対
す
る
「
忠
義
」
の
顕
彰
と
哀
悼
の
意
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
同
様
の

歴
史
意
識
は
『
三
藩
紀
事
本
末
』・『
殷
頑
録
』
に
も
韜
晦
し
て
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

残
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

註（
1
） 　

南
明
史
に
関
し
て
は
、
謝
国
楨
『
南
明
史
略
』（
上
海
人
民
出
版

社
、
一
九
五
七
年
）、
司
徒
琳
（
李
栄
慶
等
訳
）『
南
明
史　

一
六
四
四

一
六
六
二
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）、
南
炳
文
『
南
明
史
』（
南

開
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）、
顧
誠
『
南
明
史
』（
中
国
青
年
出
版
社
、

一
九
九
七
年
）
等
の
概
説
的
研
究
を
参
照
。
ま
た
紀
伝
体
形
式
で
南
明
諸
史
料

の
集
大
成
を
し
た
も
の
に
、
現
代
の
銭
海
岳
『
南
明
史
』
一
二
○
巻
（
全
一
四

冊
、
中
華
書
局
、
二
○
○
六
年
）
が
あ
り
、「
引
用
書
目
」
が
末
尾
に
附
さ
れ

て
い
る
が
、
本
文
で
は
諸
史
料
を
ど
の
よ
う
に
合
成
し
た
か
の
説
明
は
一
切
な

く
、
各
記
事
の
出
所
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
史
料
集
と
し
て
の
厳
密
性

に
お
い
て
些
か
疑
問
が
残
る
。

　

清
初
に
お
け
る
南
明
史
料
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
謝
国
楨
『
増
訂
晩
明
史

籍
考
』（
原
版
一
九
三
一
年
、
増
訂
版
一
九
六
四
年
、
の
ち
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
一
年
）、

紅
柳
『
清
初
私
家
修
史
研
究
―
以
史
家
群
体
為
研
究
対
象
』

（
人
民
出
版
社
、二
〇
〇
八
年
）、段
潤
秀
『
官
修
《
明
史
》
的
幕
後
功
臣
』（
人

民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、
呉
航
『
清
代
南
明
史
撰
述
研
究
』（
天
津
人
民

出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
等
を
参
照
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
『
三

藩
紀
事
本
末
』
を
「
是
書
記
南
明
史
事
、於
清
代
頗
多
頌
諛
之
辞
、全
謝
山
（
全

祖
望
を
指
す
）
深
非
其
書
。
…
…
自
序
抑
明
揚
清
、
立
論
多
謬
、
不
足
称
為

信
史
也
。
故
僅
録
其
凡
例
。」（
謝
氏
前
掲
書
四
五
六
頁
）、「
他
賛
頌
清
朝
代

替
明
朝
」「
並
認
為
南
明
政
権
属
於
不
義
之
師
」（

氏
前
掲
書
九
一
頁
）、「
此

書
為
紀
事
本
末
体
南
明
史
撰
述
、
在
紀
年
上
、
一
依
清
朝
年
号
紀
年
、
表
現

了
尊
清
抑
明
的
政
治
立
場
和
思
想
傾
向
」（
呉
氏
前
掲
書
五
〇
頁
）
な
ど
と
評

す
る
よ
う
に
、
清
朝
に
阿
る
著
作
と
断
ず
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
に
考
究
さ

れ
て
い
な
い
。『
四
庫
全
書
総
目
』巻
四
九
・
史
部
四
・
紀
事
本
末
存
目
類
は「
其

凡
例
自
云
捜
羅
未
広
。
頗
有
疎
漏
、
又
間
有
伝
聞
異
詞
者
。」
と
『
三
藩
紀
事

本
末
』
の
取
材
に
関
し
て
の
み
批
評
し
て
い
る
。
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な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
三
藩
」
と
は
、「
前
三
藩
」
す
な
わ
ち
清
朝
が
明
の

後
継
正
統
政
権
と
し
て
承
認
し
な
い
福
王
（
弘
光
帝
）・
唐
王
（
隆
武
帝
）・

永
明
王
（
永
暦
帝
）
の
南
明
三
政
権
を
指
す
。

（
2
） 　

雷
夢
辰
『
清
代
各
省
禁
書
彙
考
』（
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）

に
よ
れ
ば
、
乾
隆
四
○
年
（
一
七
七
五
）
十
一
月
十
四
日
に
奏
准
さ
れ
た
直

隷
省
の
禁
書
に
『
三
藩
紀
事
本
末
』
の
名
が
見
え
、乾
隆
四
三
年
（
一
七
七
八
）

六
月
二
九
日
に
は『
潭
西
詩
集
』と
共
に
江
蘇
省
で
も
禁
書
と
し
て
奏
准
さ
れ
、

翌
四
四
年
四
月
八
日
に
奏
准
さ
れ
た
同
省
の
「
重
複
応
燬
書
二
百
四
十
九
種
」

の
中
に
も
両
書
が
見
え
、
そ
の
年
九
月
六
日
に
奏
准
さ
れ
た
閩
浙
（
福
建
・
浙

江
）
の
禁
書
や
、
ま
た
河
南
布
政
使
の
栄
柱
が
刊
行
し
た
『
応
繳
違
礙
書
籍

各
種
名
目
』（
清
・
姚
覲
元
編
『
清
代
禁
燬
書
目
』
収
録
〈『
清
代
禁
燬
書
目

〈
補
遺
〉・
清
代
禁
書
知
見
録
』
所
収
、
商
務
印
書
館
、
一
九
五
七
年
〉）
に
も

『
三
藩
紀
事
本
末
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
清
代
の
禁
書
に
つ
い
て
は
、

岡
本
さ
え
『
清
代
禁
書
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）、
王

彬
主
編
『
清
代
禁
書
総
述
』（
中
国
書
店
、
一
九
九
九
年
）
等
を
参
照
。

（
3
） 　

中
国
第
一
歴
史
档
案
館
編
『
清
代
档
案
史
料　

纂
修
四
庫
全
書
档
案
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
下
冊
一
六
九
六
頁
所
収
「
軍
機
大
臣
奏
遵

旨
詢
問
紀
昀
等
《
三
藩
紀
事
本
末
》
有
無
違
礙
等
情
片
（
乾
隆
四
十
七
年

〈
一
七
八
二
〉
十
二
月
十
八
日
、
軍
機
処
上
諭
档
）」。
こ
れ
を
受
け
て
禁
書
を

解
除
さ
れ
た
よ
う
で
、
嘉
慶
一
三
年
（
一
八
〇
八
）
に
は
張
海
鵬
に
よ
る
校

訂
重
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
嘉
慶
本
に
つ
い
て
は
、
呉
翊
如
点
校
『
三
藩

紀
事
本
末
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）「
点
校
説
明
」
を
参
照
。
な
お
、

本
文
中
の
『
三
藩
紀
事
本
末
』
は
こ
の
点
校
本
に
拠
る
。

（
4
） 　

註
（
3
）
呉
氏
「
点
校
説
明
」。

（
5
） 　
『
青
浦
県
志
』
は
、
万
暦
・
康
熙
・
乾
隆
・
光
緒
・
民
国
の
各
版
の
県
志
を

標
点
し
て
収
録
す
る
『
上
海
府
県
旧
志
叢
書　

青
浦
県
巻
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
一
四
年
）
に
拠
る
。

（
6
） 　

黄
毅
「
三
藩
紀
事
本
末
」（
安
平
秋
・
章
培
恒
主
編
『
中
国
禁
書
大
観

〈
参
〉
中
国
禁
書
解
題
―
清
代
所
禁
書
籍
』
所
収
、
竹
友
軒
出
版
有
限
公
司
、

一
九
九
二
年
）
は
、
本
書
で
清
軍
に
よ
る
江
南
で
の
屠
城
と
い
う
「
暴
行
的

罪
証
」
を
載
せ
た
こ
と
が
禁
書
の
原
因
で
あ
り
、
ま
た
書
中
で
多
く
の
殉
難

し
た
抗
清
烈
士
が
相
次
い
で
従
容
と
し
て
義
に
就
い
た
不
撓
不
屈
の
頑
強
な

る
闘
争
精
神
が
感
動
を
呼
ぶ
と
指
摘
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
後
者
は
光
緒
『
青

浦
県
志
』
に
見
え
る
「
尤
於
忠
義
加
詳
」
と
の
関
係
、
更
に
は
そ
れ
と
禁
書

と
の
関
係
を
示
唆
す
る
点
で
注
目
さ
れ
る
が
、
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
に
止
ま

る
。
ま
た
『
五
代
史
書
彙
編
』（
杭
州
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
第
壹
冊
所
収

『
五
代
史
志
疑
』
の
曾
貽
芬
校
点
「
校
点
説
明
」
は
、
楊
陸
栄
を
「
清
康
熙
年

間
青
浦
（
今
上
海
市
青
浦
）
人
」
と
す
る
が
、
本
文
で
後
述
の
如
く
康
熙
年

間
以
降
も
生
存
し
て
い
る
の
で
、
か
か
る
記
述
は
正
し
く
な
い
。

（
7
） 　
『
光
緒
志
』楊
陸
栄
伝
に
は「
婁
県
諸
生
」と
あ
り
、元
来
は
婁
県
の
人
で
あ
っ

た
と
見
ら
れ
る
。『
清
史
稿
』
巻
五
八
・
地
理
志
五
・
江
蘇
松
江
府
条
に
よ
れ

ば
、「〔
順
治
〕
十
二
年
（
一
六
五
五
）、
析
華
亭
置
婁
県
。」
と
あ
り
、
松
江
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府
治
の
華
亭
県
を
分
割
し
て
婁
県
が
置
か
れ
て
い
る
。
松
江
府
治
に
お
け
る

屠
城
は
『
三
藩
紀
事
本
末
』
巻
二
・「
王
師
平
南
浙
」
の
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）

八
月
三
日
条
に
も
「
屠
松
江
府
。」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
岸
本
美
緒
「
清
初
松

江
府
社
会
と
地
方
官
た
ち
」（
同
氏
『
明
清
交
替
と
江
南
社
会
』
所
収
、
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
等
を
参
照
。

（
8
） 　

註
（
2
）
王
氏
前
掲
書
四
一
五
頁
に
よ
れ
ば
、
乾
隆
四
○
年
（
一
七
七
五
）

三
月
二
四
日
に
『
潭
西
詩
集
』
は
禁
書
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
清
代
禁
燬

書
目
』
補
遺
一
に
よ
れ
ば
、「
査
、
潭
西
詩
集
係
楊
陸
栄
撰
、
詩
中
語
渉
感

憤
、
応
請
銷
燬
。」
と
あ
る
。『
四
庫
全
書
禁
燬
書
叢
刊
補
編
』（
北
京
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
）
第
八
五
冊
所
収
の
『
潭
西
詩
集
』
で
は
、
王
原
の
序
に
始
ま

る
最
初
の
葉
と
巻
一
六
の
最
終
葉
の
二
箇
所
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
始
点
と
終
点

を
示
す
如
く
「
国
立
北
平
図
書
館
所
蔵
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少

な
く
と
も
巻
一
七
以
降
は
民
国
期
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。

（
9
） 　

王
原
『
西
亭
文
鈔
』
巻
三
・「
潭
西
詩
稿
序
」
で
は
「
夏
四
月
」
を
「
冬
十

月
」
に
作
り
、
そ
こ
で
文
が
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
王
原
（
本
の

名
は
深
。
字
は
仲
深
、
一
字
は
令
詒
。
号
は
学
庵
、
後
に
西
亭
と
号
す
。『
乾

隆
志
』
巻
三
〇
と
『
光
緒
志
』
巻
一
七
に
本
伝
）
は
、康
熙
二
七
年
（
一
六
八
八
）

の
進
士
で
、
徐
乾
学
に
従
っ
て
『
大
清
一
統
志
』
の
編
纂
に
従
事
し
て
お
り
、

以
後
、
広
東
茂
名
県
知
県
、
貴
州
銅
仁
県
知
県
、
工
科
給
事
中
を
歴
任
し
た
が
、

権
臣
の
李
光
地
に
連
な
る
陳
汝
弼
を
弾
劾
し
た
こ
と
で
、
致
仕
に
追
い
込
ま

れ
官
界
を
去
り
、
雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
に
八
四
歳
で
没
し
て
い
る
。
王

鴻
緒
『
明
史
稿
』
に
も
採
用
さ
れ
た
『
明
食
貨
志
』
一
二
巻
、『
歴
代
宗
廟
図

考
』
二
巻
等
多
数
の
著
作
が
あ
る
。
註
（
1
）
段
氏
前
掲
書
一
七
七
〜
八
五
頁
、

上
海
市
青
浦
区
文
化
広
播
影
視
管
理
局
編
『
青
浦
前
賢
著
作
経
眼
録
』（
上
海

人
民
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
一
二
〜
二
四
頁
を
参
照
。

（
10
） 　

た
だ
し
、
巻
二
一
ま
で
が
雍
正
年
間
以
降
、
ど
こ
ま
で
を
下
限
と
す
る
作
品

を
収
録
し
て
い
た
か
不
明
で
あ
り
、『
四
庫
全
書
禁
燬
書
叢
刊
補
編
』
の
編
者

が
「
清
雍
正
刻
本
」
と
す
る
論
拠
が
積
極
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
現

時
点
で
は
二
一
巻
本
の
正
確
な
刊
行
年
は
定
か
で
は
な
い
。

　

な
お
、
孫
殿
起
輯
『
清
代
禁
書
知
見
録
』（『
清
代
禁
燬
書
目
〈
補
遺
〉・
清

代
禁
書
知
見
録
』
所
収
、
商
務
印
書
館
、
一
九
五
七
年
）
十
五
画
「
潭
西
詩
集

二
十
一
巻
」
に
は
「
康
熙
六
十
一
年
刊
」
と
あ
り
、
上
海
図
書
館
編
『
中
国
叢

書
綜
録
』（
一
九
五
九
年
初
出
、
の
ち
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○
○
七
年
）
第

一
冊
・「
総
目
」
四
九
九
頁
の
『
楊
潭
西
先
生
遺
書
』
条
「
潭
西
詩
集
二
十
一
巻
」

に
は「
康
熙
六
十
年（
１
７
２
１
）刊
」と
あ
る
が
、こ
れ
は
前
者
が
王
原
の
序
、

後
者
が
潘
肇
振
以
下
の
序
の
年
に
拠
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
誤
り
と
見
ら

れ
る
。
管
見
の
限
り
、
少
な
く
と
も
一
二
巻
本
は
現
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
11
） 　

題
名
の
あ
る
も
の
を
一
作
品
と
数
え
、
そ
の
中
に
複
数
首
あ
る
も
の
は
含

め
て
い
な
い
。

（
12
） 　
『
無
端
集
』
に
は
「
奉
和
外
舅
甲
申
（
康
熙
四
三
年
〈
一
七
〇
四
〉）
除
夕
」「
奉

和
外
舅
乙
酉
（
康
熙
四
四
年
〈
一
七
〇
五
〉）
元
旦
」「
初
夏
（
四
月
を
指
す
）」
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と
い
う
収
録
作
品
名
が
見
え
、
同
じ
く
「
金
陵
寓
中
有
懐
同
学
諸
子
」
と
い
う

作
品
に
は
「
我
従
長
安
（
実
際
に
は
北
京
を
指
す
）
帰
、秋
孟
（
七
月
を
い
う
）

抵
白
下
」
の
句
が
見
え
る
の
で
、
少
な
く
と
も
康
熙
四
三
年
十
二
月
か
ら
康

熙
四
四
年
七
月
ま
で
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
13
） 　

巻
一
三
で
は
、「
壬
寅
」を「
庚
寅
」（
康
熙
四
九
年〈
一
七
一
〇
〉）に
作
る
が
、

陸

の
序
や
楊
陸
栄
の
自
序
の
如
く
一
二
巻
本
は
精
選
し
た
詩
で
あ
り
、
そ

の
後
、
二
一
巻
本
を
刊
行
す
る
に
当
た
り
、
一
度
削
っ
た
詩
を
遡
っ
て
収
録

す
る
と
は
考
え
難
い
こ
と
か
ら
改
め
る
。

（
14
） 　

南
明
以
外
に
歴
史
を
題
材
と
し
た
作
品
と
し
て
は
、
巻
二
の
「
遼
后

台
」・

「
読
金
史
雑
感
」（
一
二
首
）、
巻
三
の
「
武
皇
（
前
漢
の
武
帝
を
い
う
）」・「
元

社
屋
」・「
豊
之
人
」・「
梁
州
」、
巻
七
の
「
宋
事
雑
感
」（
八
首
）・「
遼
事
雑
感
」

（
五
首
）・「
唐
事
雑
感
」（
四
首
）・「
巴
蜀
雑
感
」（
七
首
）・「
滇
南
雑
感
」（
三
首
）・

「
六
朝
雑
感
」（
四
首
）、
巻
八
の
「
読
廖
安
民
（
清
康
熙
年
間
の
江
西
省
贛
州

の
人
）
伝
」、巻
九
の
「
元
事
雑
感
」（
六
首
）、巻
一
三
・「
遼
事
雑
咏
」（
二
首
）

な
ど
が
あ
る
。

（
15
） 　

第
一
八
葉
と
第
四
八
葉
は
、
裏
に
記
載
は
な
い
。

（
16
） 　

或
い
は
「
曳
尾
庵
」
と
号
し
た
、
江
戸
時
代
後
期
の
加
藤
玄
悦
を
指
す
も
の

か
。
幸
田
成
友
「『
我
衣
』
と
そ
の
著
者
」（
同
氏
『
読
史
餘
録
』
所
収
、
大
岡

山
書
店
、
一
九
二
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
生
没
年
は
一
七
六
三
〜
一
八
一
五

或
い
は
一
八
二
九
年
。
ま
た
こ
の
蔵
書
印
は
何
ら
か
の
別
の
蔵
書
印
に
被
せ

る
よ
う
に
押
印
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
印
字
は
不
鮮
明
で
、
判
読
出
来
な
い
。

（
17
） 　

四
葉
表
で
は
、「
陸

」
を
「
陸
長
」
に
誤
る
。

（
18
） 　
「

孫
周

」・「
梅
花
」
を
欠
く
。

（
19
） 　

巻
一
三
か
ら
「
眉
語
」・「
眼
語
」・「
手
語
」・「
蛛
網
」・「
暖
」・「
夾
竹
桃
」・「
蛺

蝶
」・「
珠
蘭
」・「
凌
霄
」・「
金
粟
」・「
橘
」・「
玉
簪
」・「
鴛
鴦
草
」
の
一
三
作
品
、

巻
三
か
ら
「
帰
燕
」・「
残
鶯
」・「
寒
蜂
」・「
乾
蝶
」
の
四
作
品
、
巻
四
か
ら
「
花

魂
」・「
鳥
夢
」
の
二
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
す
る
。

（
20
） 　

註
（
3
）
呉
氏
「
点
校
説
明
」
で
は
「
生
平
事
蹟
不
詳
」
と
記
さ
れ
る
。
ま

た
倉
修
良
「
楊
陸
栄
」
条
（『
中
国
歴
史
大
辞
典
・
史
学
史
巻
』、
上
海
辞
書

出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
二
○
三
頁
は
生
没
年
に
は
一
切
触
れ
な
い
。

（
21
） 　

註
（
6
）
を
参
照
。

（
22
） 　

屈
万
里
主
編『
明
代
史
籍
彙
刊
⑲　

殷
頑
録（
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
）』（
台

湾
学
生
書
局
、
一
九
七
〇
年
）
に
影
印
さ
れ
て
い
る
版
本
に
は
自
序
が
附
さ

れ
て
い
な
い
。
註
（
1
）
謝
氏
前
掲
書
七
四
一
〜
七
四
二
頁
に
は
「
自
序
略

云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
が
、
北
京
大
学
図
書
館
蔵
『
殷
頑
録
』
の
自
序
と

対
照
さ
せ
る
と
、こ
れ
が
「
略
」
で
は
な
く
、全
文
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、『
殷
頑
録
』
は
自
序
を
除
い
て
台
湾
学
生
書
局
に
拠
る
。

（
23
） 　

実
際
、康
熙
五
九
年
に
「
呉

」
す
な
わ
ち
蘇
州
に
逗
留
し
て
い
た
こ
と
は
、

巻
一
二
・『
擪
線
集
』
収
録
の
「
姑
蘇
雑
咏
」
等
か
ら
窺
わ
れ
る
。

（
24
） 　
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』（
斉
魯
書
社
、
一
九
九
四
〜
九
七
年
）
経
部
第
五
九

冊
収
録（
北
京
図
書
館
蔵『
楊
潭
西
先
生
遺
書
』所
収
）。
な
お『
四
庫
全
書
総
目
』

巻
一
四
・
経
部
書
類
存
目
二
・「
禹
貢
臆
参
」
条
で
は
「
無
巻
数
」
と
記
さ
れ
、
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実
際
巻
数
表
示
が
な
さ
れ
な
い
が
、『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
本
の
新
た
に
附

し
た
鏡
書
き
が
「
二
巻
」
と
記
す
よ
う
に
、「
禹
貢
上
」（
一
〜
三
七
葉
）・「
禹

貢
下
」（
一
〜
一
四
葉
）
と
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
態
と
し
て
は
二
巻
本

で
あ
る
。

（
25
） 　
『
乾
隆
志
』巻
三
七
・
芸
文
下
は「
経
解
臆
参
」に
作
る
。『
経
学
臆
参
』は『
楊

潭
西
先
生
遺
書
』
に
収
録
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
所
蔵
す
る
機
関
と
し
て
は
北

京
図
書
館
（
現
在
の
国
家
図
書
館
）
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
日
本
に
は

所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
見
。

（
26
） 　
『
続
修
四
庫
全
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
三
年
）
第

二
一
冊
収
録
。

（
27
） 　

註
（
1
）
謝
氏
前
掲
書
一
〇
〇
四
頁
で
も
、
こ
れ
以
上
の
詳
細
は
説
明
さ

れ
て
い
な
い
。

（
28
） 　

倉
修
良
「
遼
史
金
史
綱
目
」
条
（『
中
国
歴
史
大
辞
典
・
史
学
史
巻
』）
一
四

○
頁
に
は
「
是
書
僅
有
鈔
本
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
静
嘉
堂
文
庫
所

蔵
本
も
八
冊
の
鈔
本
（
第
一
冊
に
凡
例
と
巻
一
〜
四
、
第
二
冊
に
巻
五
〜
七
、

第
三
冊
に
巻
八
〜
一
一
、
第
四
冊
に
巻
一
二
〜
一
四
、
第
五
冊
に
巻
一
五
〜

一
八
、
第
六
冊
に
巻
一
九
〜
二
二
、
第
七
冊
に
巻
二
三
〜
二
六
、
第
八
冊
に

巻
二
七
〜
三
〇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
）
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
静
嘉
堂
文
庫
所

蔵
本
で
は
各
巻
に
「
遼
金
正
史
綱
目
」
と
題
す
る
の
に
対
し
て
、
倉
氏
は
本

書
の
名
称
を
「
遼
史
金
史
綱
目
」
と
表
記
し
て
お
り
、
こ
れ
に
も
基
づ
く
も

の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
種
類
以
上
の
鈔
本
が

現
存
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
29
） 　

各
巻
の
内
容
・
葉
数
を
示
す
と
、
巻
一
（
遼
・
太
祖
元
年
〈
九
〇
七
〉
正

月
〜
天
顕
元
年
〈
九
二
六
〉
十
一
月
。
一
七
葉
）、
巻
二
（
遼
・
太
宗
天
顕
二

年
〜
会
同
三
年
〈
九
四
〇
〉
十
二
月
。
二
〇
葉
）、
巻
三
（
遼
・
太
宗
会
同
四

年
正
月
〜
大
同
元
年
〈
九
四
七
〉。
一
六
葉
）、
巻
四
（
遼
・
世
宗
大
同
元
年

九
月
〜
穆
宗
応
暦
元
年
〈
九
五
一
〉。
一
九
葉
）、
巻
五
（
遼
・
穆
宗
応
暦
二

年
〜
景
宗
保
寧
一
〇
年
〈
九
七
八
〉。
二
二
葉
）、
巻
六
（
遼
・
景
宗
乾
亨
元

年
〈
九
七
九
〉
正
月
〜
聖
宗
統
和
六
年
〈
九
八
八
〉。
二
〇
葉
）、
巻
七
（
遼
・

聖
宗
統
和
七
年
正
月
〜
二
〇
年
十
二
月
。
一
九
葉
）、
巻
八
（
遼
・
聖
宗
統
和

二
一
年
三
月
〜
開
泰
五
年
〈
一
〇
一
六
〉
十
二
月
。
一
七
葉
）、
巻
九
（
遼
・

聖
宗
開
泰
六
年
正
月
〜
興
宗
景
福
元
年
〈
一
〇
三
一
〉。
一
八
葉
）、
巻
一
〇

（
遼
・
興
宗
景
福
二
正
月
〜
重
熙
一
三
年
〈
一
〇
四
四
〉。
一
九
葉
）、
巻
一
一

（
遼
・
興
宗
重
熙
一
四
年
〜
道
宗
清
寧
九
年
〈
一
〇
六
三
〉
十
一
月
。
一
九
葉
）、

巻
一
二
（
遼
・
道
宗
清
寧
一
〇
年
十
一
月
〜
大
安
三
年
〈
一
〇
八
七
〉
十
二

月
。
二
三
葉
）、
巻
一
三
（
遼
・
道
宗
大
安
四
年
正
月
〜
天
祚
帝
乾
統
一
〇
年

〈
一
一
一
〇
〉十
二
月
。
二
二
葉
）、巻
一
四（
遼
・
天
祚
帝
天
慶
元
年〈
一
一
一
一
〉

〜
保
大
元
年
〈
一
一
二
一
〉
十
一
月
。
一
六
葉
）、
巻
一
五
（
遼
・
天
祚
帝
保

大
二
年
〜
金
・
太
宗
天
会
三
年
〈
一
一
二
五
〉
二
月
。
一
六
葉
）、巻
一
六
（
金
・

太
宗
天
会
三
年
四
月
〜
六
年
十
二
月
。
一
七
葉
）、
巻
一
七
（
金
・
太
宗
天

会
七
年
正
月
〜
一
二
年
十
二
月
。
一
六
葉
）、
巻
一
八
（
金
・
熙
宗
天
会
一
三

年
正
月
〜
天
眷
三
年
〈
一
一
四
〇
〉
十
二
月
。
一
六
葉
）、
巻
一
九
（
金
・
熙
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宗
皇
統
元
年
〈
一
一
四
一
〉
正
月
〜
海
陵
王
天
徳
元
年
〈
一
一
四
九
〉
十
二

月
。
一
五
葉
）、
巻
二
〇
（
金
・
海
陵
王
天
徳
二
年
〜
正
隆
五
年
〈
一
一
六
〇
〉

十
一
月
。
一
九
葉
）、
巻
二
一
（
金
・
海
陵
王
正
隆
六
年
正
月
〜
世
宗
大
定
三

年
〈
一
一
六
三
〉
十
二
月
。
二
〇
葉
）、
巻
二
二
（
金
・
世
宗
大
定
四
年
正
月

〜
二
〇
年
十
二
月
。
一
六
葉
）、
巻
二
三
（
金
・
世
宗
大
定
二
一
年
〜
章
宗
明

昌
六
年
〈
一
一
九
五
〉
十
二
月
。
一
八
葉
）、
巻
二
四
（
金
・
章
宗
承
安
元

年
〈
一
一
九
六
〉
正
月
〜
衛
紹
王
泰
和
八
年
〈
一
二
〇
八
〉
十
一
月
。
一
八

葉
）、
巻
二
五
（
金
・
衛
紹
王
大
安
元
年
〈
一
二
〇
九
〉
正
月
〜
宣
宗
貞
祐
二

年
〈
一
二
一
四
〉
十
二
月
。
一
四
葉
）、
巻
二
六
（
金
・
宣
宗
貞
祐
三
年
正
月

〜
興
定
元
年
〈
一
二
一
七
〉
十
二
月
。
一
三
葉
）、
巻
二
七
（
金
・
宣
宗
興
定

二
年
正
月
〜
四
年
十
一
月
。
一
六
葉
）、
巻
二
八
（
金
・
宣
宗
興
定
五
年
正
月

〜
哀
宗
正
大
四
年
〈
一
二
二
七
〉。
一
五
葉
）、
巻
二
九
（
金
・
哀
宗
正
大
五

年
正
月
〜
天
興
元
年
〈
一
二
三
二
〉
十
二
月
。
一
七
葉
）、
巻
三
〇
（
金
・
哀

宗
天
興
二
年
〜
三
年
正
月
。
一
二
葉
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
30
） 　

表
題
が
掲
げ
ら
れ
る
の
は
、
巻
一
・
遼
太
祖
、
巻
二
・
太
宗
、
巻
五
・
穆

宗
、
巻
一
〇
・
興
宗
、
巻
一
六
・
金
太
宗
、
巻
一
八
・
熙
宗
、
巻
二
〇
・
海
陵
、

巻
二
五
・
衛
紹
王
の
八
篇
に
限
ら
れ
る
。

（
31
） 　

註
（
14
）
を
参
照
。
な
お
、
外
舅
・
王
原
も
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
の
後
漢
・

明
帝
〜
順
帝
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
「
進
呈
綱
目
講
義
八
道
」（『
西
亭
文
鈔
』

巻
一
）
と
い
う
文
章
を
書
い
て
い
る
。

（
32
） 　
「
寄
呈
大
兄
」（
巻
四
）。

（
33
） 　
「
哭
孫
詩
」（
巻
一
三
）。
ま
た
女
孫
が
お
り
、
早
世
し
た
こ
と
も
「
悼
女
孫
」

（
巻
一
五
）
か
ら
知
ら
れ
る
。

（
34
） 　
「
丁
亥
除
夜
寄
猶
子
元
」（
巻
五
）
の
中
で
「
阿
元
」
と
も
称
さ
れ
る
。
な
お
、

「
携
元
姪
登
尊
経
閣
」（
巻
三
）
で
言
う
「
尊
経
閣
」
と
は
、王
原
『
西
亭
文
鈔
』

巻
七
所
収
「
青
浦
学
尊
経
閣
碑
記
」
に
見
え
る
青
浦
県
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
35
） 　

妻
・
王
氏
に
弟
が
い
た
こ
と
は
「
奉
和
外
舅
浴
児
日
、
用
東
坡
賀
陳
述
古

弟
章
生
子
韻
」
の
註
に
「
愴
念
亡
内
弟
大
来
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

（
36
） 　
「
余
生
困
奇
病
、
倣
昌
黎
体
」（
巻
六
）。

（
37
） 　

旅
程
の
考
証
は
些
か
煩
雑
に
な
る
の
で
、
別
稿
を
待
ち
た
い
。

（
38
） 　

全
二
二
篇
目
の
う
ち
、
巻
二
の
「
金
王
収
江
西
」・「
益
王
擾
湖
東
」、
巻
三

の
「
楊
劉
万
殉
贛
」・「
金
王
之
乱
」、
巻
四
の
「
雑
乱
」（
全
一
八
反
乱
の
う
ち
、

一
二
ま
で
が
江
西
で
起
こ
っ
た
も
の
）
が
江
西
関
係
の
も
の
で
、
同
時
代
で

南
明
史
を
叙
述
す
る
史
書
の
中
で
は
群
を
抜
い
て
詳
細
で
あ
る
。

（
39
） 　
『
乾
隆
志
』
巻
三
〇
・
人
物
六
・
銭
珂
伝
は
「
雍
正
三
年
、
年
七
十
乞
休
、

帰
与
陸
緯
（
有
伝
）・
呂
樾
（
有
伝
）・
潘
肇
振
（
有
伝
）・
楊
陸
栄
（
字
采
南
、

県
学
生
）
等
、
以
文
酒
自
娯
。
又
三
年
而
卒
。」
と
あ
る
。

（
40
） 　

嘉
慶
『
松
江
府
志
』
巻
六
○
・
古
今
人
伝
に
よ
れ
ば
、荘
師
洛
（
字
は
蓴
川
）、

松
江
府
婁
県
の
人
で
、
抗
清
運
動
の
末
に
亡
く
な
っ
た
陳
子
龍
や
夏
完
淳
の

全
集
を
編
纂
し
て
い
る
。
陳
子
龍
の
『
陳
忠
裕
全
集
』
の
荘
師
洛
跋
文
に
よ

れ
ば
、
少
な
く
と
も
「
嘉
慶
八
年
（
一
八
〇
三
）」
ま
で
の
生
存
が
確
認
さ
れ

る
の
で
、
楊
陸
栄
よ
り
後
の
人
に
当
た
る
。
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（
41
） 　

銭
珂（
本
姓
は
陳
氏
。
字
は
以
朝
、号
は
忍
菴
。）は
康
熙
四
五
年
の
進
士
で
、

山
東
萊
蕪
知
県
と
な
っ
た
。
陸
緯
（
字
は
星
聚
。『
乾
隆
志
』
巻
二
九
と
『
光

緒
志
』
巻
一
八
に
本
伝
）
は
県
学
廩
生
で
詩
・
古
文
の
作
成
が
巧
み
だ
っ
た
。

そ
の
次
男
が
「
貢
生
」
の
陸

。
呂
樾
（
字
は
開
藩
。『
乾
隆
志
』
巻
三
〇
と

『
光
緒
志
』
巻
一
九
に
本
伝
）
は
康
熙
三
八
年
の
順
天
府
の
挙
人
で
、「
生
平

喜
出
遊
、
足
跡
半
天
下
。」
と
言
わ
れ
る
。
陝
西

知
県
と
な
っ
た
。
潘
肇

振
（
字
は
文
起
、一
字
は
毅
遠
。
た
だ
し
『
詩
集
』
で
は
「
毅
老
」。『
乾
隆
志
』

巻
三
〇
と
『
光
緒
志
』
巻
に
本
伝
）
は
県
の
学
生
で
、『
詩
集
』
序
文
で
自
ら

「
潭
西
与
余
家
向
属
世
好
、
而
余
之
与
潭
西
交
也
、
実
始
於
戊
辰
之
年
（
康
熙

二
七
年
〈
一
六
八
八
〉）、
時
潭
西
年
纔
弱
冠
。」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
光

緒
志
』
で
は
「
愛
杜
〔
甫
〕・
韓
〔
愈
〕
詩
」
と
あ
る
。
な
お
、
潘
肇
振
の
一

族
に
つ
い
て
は
、上
海
市
青
浦
区
博
物
館
編『
青
浦
望
族
』（
上
海
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。
趙
太
璞
（
字
は
醇
完
。『
光
緒
志
』
巻
一
八
に
本
伝
）

は
県
の
諸
生
で
、『
正
字
通
』
の
誤
り
を
正
し
て
「
精
確
」
と
称
さ
れ
た
。
本

伝
に
「
橘
郷
」
の
記
載
は
な
い
が
、『
乾
隆
志
』
巻
三
七
・
芸
文
下
に
「
趙
太

璞
橘
郷
甲
癸
草
二
巻
」
と
見
え
、
そ
の
号
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
屠
文

漪
（
字
は
漣
水
。『
光
緒
志
』
巻
一
九
に
本
伝
）
は
、
楊
陸
栄
と
同
じ
く
婁
県

の
学
生
で
あ
り
、
弟
・
屠
宸
楨
（
字
は
周
士
）
は
太
学
生
で
、
共
に
「
工
詩
詞
」

と
称
せ
ら
れ
た
。
彼
ら
の
父
・
屠
旭（
字
は
初
生
）は
松
江
府
の
学
生
で
あ
っ
た
。

（
42
） 　

註
（
2
）
王
氏
前
掲
書
を
参
照
。
な
お
、
親
し
い
人
物
が
寄
せ
て
い
る
『
詩

集
』
の
序
に
親
友
の
趙
太
璞
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
に

既
に
亡
く
な
っ
て
可
能
性
が
高
い
。

（
43
） 　

註（
9
）『
青
浦
前
賢
著
作
経
眼
録
』一
一
四
頁
に
よ
れ
ば
、上
海
図
書
館（
青

浦
図
書
館
に
は
そ
の
複
写
本
）
に
康
熙
八
年
（
一
六
六
九
）
か
ら
康
熙
四
四

年
（
一
七
〇
五
）
の
帰
郷
後
三
〜
四
年
ま
で
の
詩
を
収
め
た
王
原
『
学
庵
詩
類
』

四
八
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
未
見
。
た
だ
、
王
原
『
西
亭
文
鈔
』
巻
二

に
は
「
与
壻
楊
采
南
書
」
と
「
再
与
采
南
書
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
書
簡

に
加
え
詩
の
応
酬
も
頻
繁
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
な

お
、
王
原
が
北
京
か
ら
帰
郷
す
る
際
、
楊
陸
栄
が
見
送
っ
た
こ
と
は
詩
の
「
暁

出
都
門
、
呈
外
舅
」（
巻
二
）
か
ら
窺
わ
れ
る
。

（
44
） 　
「
西
軒
」
に
つ
い
て
は
、「
陸
菱
潭
昆
季
」（
巻
六
）
で
菱
潭
・
恪
棐
（
末
弟

の
陸
秉
枢
の
字
。
県
学
生
）
と
共
に
「
西
軒
最
我
知
」
と
評
さ
れ
る
陸
緯
の

三
子
の
一
人
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
「
毅
老
以
生
伝
見
属
」（
巻
六
）
に
「
即
今

三
子
（
謂
毅
老
・
西
軒
・
庭マ
マ

佩
）
都
知
我
、
誰
払
霜
毫
写
此
哉
」
と
あ
っ
て

『
詩
集
』
を
選
定
し
た
潘
肇
振
・
胡
鳴
玉
と
共
に
称
せ
ら
れ
る
楊
陸
栄
に
非
常

に
近
い
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
ら
序
で
「
余
家
与
楊
氏
属
世
交
、
余
之

歯
後
於
潭
西
八
年
、
自
幼
同
為
諸
生
、
以
兄
呼
之
。
論
学
与
識
、
則
余
之
師

也
。」
と
語
る
陸

そ
の
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
菱
潭
は

そ
の
兄
・
陸
晟
（
字
は
臨
潭
。
号
は
繭
斎
。
康
熙
五
三
年
（
一
七
一
四
）
の

挙
人
で
宿
州
教
諭
と
な
っ
た
）
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
胡
鳴
玉
（
字
は
廷
佩
。

号
は
吟
鴎
。『
乾
隆
志
』
巻
三
〇
と
『
光
緒
志
』
巻
一
九
に
本
伝
）
は
、
恩
貢

生
で
「
工
詩
賦
」
と
あ
り
、
雍
正
一
二
年
（
一
七
三
四
）
に
は
「
博
学
鴻
詞
」

133



　　　　（23）

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
趙
橘
郷
」
趙
太
璞
に
関
し
て
補
足
す
れ
ば
、「
趙
新
之
」

と
見
え
る
者
も
、或
い
は
そ
の
一
族
か
も
し
れ
な
い
。
唐
瑗
（
字
は
師
蓬
。『
光

緒
志
』
巻
一
九
・
唐
璟
伝
に
附
載
）
は
、
貢
生
の
後
、
宿
松
訓
導
と
な
っ
た
。

唐
璟
伝
に
「
竹
隝
」
の
記
載
は
な
い
が
、『
光
緒
志
』
巻
二
七
・
芸
文
・
書
目

に
は
「
竹
隝
吟
（
唐
瑗
）」
と
見
え
、
そ
の
号
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ

の
兄
・
唐
璟（
字
は
侶
宋
。
諸
生
）と
併
せ
て「
唐
竹
隝
昆
仲
」と
題
さ
れ
る（『
詩

集
』
巻
六
）。
張
徳
純
（
字
は
能
一
。
号
は
天
農
、
別
に
松
南
と
も
号
し
た
。

『
乾
隆
志
』
巻
三
〇
に
本
伝
）
は
、
康
熙
三
九
年
の
進
士
で
、
内
閣
中
書
舎
人
、

浙
江
常
山
県
知
県
と
な
っ
た
が
、「
失
察
旂
人
」
に
よ
り
解
任
さ
れ
た
。
若
い

頃
か
ら
「
工
詩
」
で
称
せ
ら
れ
、
晩
年
に
は
経
書
の
研
究
に
努
め
た
。

（
45
） 　
「
寒
斎
小
集
分
賦
、
以
釵
重
是
前
生
為
韻
、
得
生
字
」（
巻
一
）
に
は
「
我

友
呉
昌
帰
」
と
見
え
る
が
、
或
い
は
『
光
緒
志
』
巻
一
九
に
立
伝
さ
れ
る
呉

昌
祺
の
輩
行
の
一
族
か
も
し
れ
な
い
。

（
46
） 　

乾
隆
『
正
定
府
志
』
巻
二
二
・
選
挙
下
・
貢
生
（
六
葉
裏
）
に
「
梁
穆
（
康

熙
乙
丑
〈
康
熙
二
四
年
、
一
六
八
五
〉、
抜
貢
、
蘇
州
府
知
府
。）」
と
見
え
る
。

（
47
） 　

註
（
41
）
及
び
（
44
）
を
参
照
。

（
48
） 　

巻
五
の
「
移
居
六
首
、
効
遺
山
体
」
に
は
「
昔
余
居
潭
西
」
と
あ
る
の
で
、

こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
下
限
の
一
七
○
九
年
三
月
ま
で
に
大
樹
軒
に
転
居
し
た

と
見
ら
れ
る
。
な
お
、「
潭
西
」
は
県
城
内
の
県
学
の
南
に
位
置
す
る
「
学
潭
」

の
西
に
住
ま
い
を
構
え
た
こ
と
を
指
し
、
大
樹
軒
は
王
原
「
大
樹
軒
記
」（『
西

亭
文
鈔
』
巻
七
）
に
「
余
授
経
西
城
之
隅
、
書
斎
三
楹
、
背
城

、
窓
軒
東
開
、

短
墻
仞
餘
。」
と
あ
り
、
県
城
内
の
西
隅
の
城
壁
付
近
に
位
置
し
て
い
た
。

（
49
） 　
「
月
世
光
」
を
『
三
藩
紀
事
本
末
』
は
「
周
世
光
」
に
作
る
が
、『
殷
頑
録
』

巻
四
も
「
月
世
光
」
に
作
る
。

（
50
） 　
「
広
信
」
を
『
詩
集
』
は
「
崇
信
」
に
作
る
が
、
江
西
に
存
在
し
な
い
地
名

で
あ
る
の
で
、『
三
藩
紀
事
本
末
』
に
従
っ
て
改
め
る
。
な
お
、『
録
』
巻
六
・

傅
鼎
銓
伝
は
「
崇
安
」
に
作
る
。

（
51
） 　
「
潭
西
」（『
詩
集
』
巻
五
）
に
は
、「
愛
読
梵
王
経
」
の
句
が
見
え
る
の
で
、

楊
陸
栄
は
お
そ
ら
く
東
晋
・
瞿
曇
僧
伽
提
婆
訳
『
中
阿
含
経
』
巻
一
九
所
収
『
梵

天
請
仏
経
』
に
傾
倒
し
、
仏
教
に
一
定
の
見
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

（
52
） 　
『
三
藩
紀
事
本
末
』
の
藍
本
に
つ
い
て
は
、
本
書
凡
例
を
参
照
。
な
お
、「
霊

川
」
に
つ
い
て
は
、藍
本
の
一
つ
で
あ
る
鄒
漪
『
明
季
遺
聞
』
巻
四
に
見
え
る
。

（
53
） 　
『
明
季
遺
聞
』
巻
四
に
も
張
同
敞
の
言
と
し
て
「
君
恩
師
義
」
が
見
え
る
が
、

こ
の
「
師
」
が
実
態
を
伴
う
の
か
修
辞
上
の
表
現
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。

（
54
） 　
「
水
死
」「
自
縊
死
」
等
が
詳
細
に
記
さ
れ
る
。
な
お
、『
三
藩
紀
事
本
末
』

を
参
照
す
る
明
末
の
張
献
忠
の
四
川
で
の
蛮
行
を
描
く
『
蜀
碧
』
で
も
執
拗

に
士
女
の
殉
難
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
撰
述
し
た
彭
遵
泗
の
兄
・
彭
端
淑

の
序
に
「
蜀
碧
者
、
哭
蜀
。
…
…
当
是
時
、
自
縉
紳
以
至
氓
庶
、
尽
節
者
不

可
勝
数
。
…
…
戎
馬
倥
傯
、
其
事
不
必
尽
伝
。
伝
者
又
莫
由
表
述
。
筆
之
於

書
、
使
後
之
君
子
、
得
以
考
之
、
則
死
者
可
以
無
憾
。
故
曰
哭
蜀
。
所
以
弔

忠
魂
烈
魄
於
地
下
也
。」と
あ
る
よ
う
に
、楊
陸
栄
も
ま
た「
忠
魂
烈
魄
を
弔
う
」
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意
識
で
殉
難
し
た
者
を
列
挙
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
55
） 　

こ
の
後
に
続
け
て
「
東
南
自
此
辺
烽
擾
、
歳
歳
中
原
馳
戦
馬
、
七
閩
百
粤

戦
傷
多
、
白
骨
青
燐
満
秋
野
、
三
世
相
伝
四
十
年
、
妖
氛
終
逐
渓
烟
化
」
な

ど
と
あ
り
、
鄭
氏
台
湾
の
成
立
に
よ
り
、
戦
乱
が
長
引
い
た
こ
と
を
悼
む
内

容
が
記
さ
れ
る
が
、
鄭
氏
台
湾
が
蜀
漢
に
擬
え
て
い
る
こ
と
、
そ
の
蜀
漢
が

明
清
で
正
統
儒
学
の
位
置
を
占
め
た
朱
子
学
で
は
「
正
統
」
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
（
南
宋
・
朱
熹
『
資
治
通
鑑
綱
目
』）、
こ
れ
ら
否
定

的
な
字
面
の
背
後
に
あ
る
楊
陸
栄
の
政
治
意
識
を
よ
り
注
意
深
く
読
み
取
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

（
56
） 　

註
（
8
）
を
参
照
。

（
57
） 　

註
（
1
）
謝
氏
前
掲
書
七
四
二
頁
。

（
58
） 　

前
節
で
挙
げ
た
長
文
題
目
の
詩
（
七
言
絶
句
）
の
続
き
に
は
「
旧
夢
経
心

無
続
処
、両
行
衰
涙
落
潜
然
。」
と
あ
り
、亡
く
な
っ
た
九
年
後
に
お
い
て
も
妻
・

王
氏
を
念
じ
て
い
る
。

附
録　

楊
陸
栄
年
譜

清
・
康
熙
一
八
年
（
一
六
六
九
）：
江
蘇
省
松
江
府
婁
県
の
人
と
し
て
誕
生
。〔
一
歳
〕

康
熙
二
七
年
（
一
六
八
八
）：
同
県
の
潘
肇
振
と
の
交
友
が
始
ま
る
。〔
二
○
歳
〕

康
熙
三
四
年
（
一
六
九
五
）：
こ
の
頃
に
父
が
亡
く
な
る
。〔
二
七
歳
〕

※
こ
の
年
ま
で
に
王
原
の
娘
を
妻
に
迎
え
る
。

康
熙
四
二
年
（
一
七
○
三
）
九
月
：『

巧
集
』（『
詩
集
』
巻
一
）
収
録
作
品

の
執
筆
を
開
始
（
翌
年
五
月
ま
で
の
作

品
を
収
録
）。〔
三
五
歳
〕

康
熙
四
三
年
（
一
七
○
四
）
六
月
頃
？
：『
無
端
集
』（『
詩
集
』
巻
二
）
収
録

　
　

作
品
の
執
筆
を
開
始
（
翌
年
七
月

　
　

頃
ま
で
の
作
品
を
収
録
）か
。〔
三
六

　
　

歳
〕

　
　

※
こ
の
年
、
北
京
に
上
京
す
る
。

康
熙
四
四
年
（
一
七
○
五
）
八
月
：『
拈
花
集
』（『
詩
集
』
巻
三
）
収
録
作
品

の
執
筆
を
開
始
（
翌
年
十
月
ま
で
の
作

品
を
収
録
）。〔
三
七
歳
〕

※
こ
の
年
、
陳
汝
弼
を
弾
劾
し
た
こ
と

で
、
外
舅
の
王
原
が
致
仕
に
追
い
込
ま

れ
中
央
官
界
を
去
り
帰
郷
。
楊
陸
栄
は

こ
れ
を
見
送
る
。

康
熙
四
五
年
（
一
七
○
六
）
十
一
月
：『
寒
灘
集
』（『
詩
集
』
巻
四
）
収
録
作

　

品
の
執
筆
を
開
始
（
翌
々
年
四
月
ま

　

で
の
作
品
を
収
録
）。〔
三
八
歳
〕

康
熙
四
七
年
（
一
七
○
八
）
四
月
：『
東
帰
集
』（『
詩
集
』
巻
五
）
収
録
作
品

の
執
筆
を
開
始
（
翌
年
三
月
ま
で
の
作

品
を
収
録
）。〔
四
○
歳
〕

康
熙
四
八
年
（
一
七
○
九
）
四
月
：『

羽
集
』（『
詩
集
』
巻
六
）
収
録
作
品
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の
執
筆
を
開
始
（
翌
年
四
月
ま
で
の
作

品
を
収
録
）。〔
四
一
歳
〕

康
熙
四
九
年
（
一
七
一
○
）
五
月
：『
喚
奈
集
』（『
詩
集
』
巻
七
）
収
録
作
品

の
執
筆
を
開
始
（
翌
年
十
月
ま
で
の
作

品
を
収
録
）。〔
四
二
歳
〕

康
熙
五
○
年
（
一
七
一
一
）
十
一
月
：『

江
集
』（『
詩
集
』
巻
八
）
収
録
作

　

品
の
執
筆
を
開
始
（
翌
年
八
月
ま
で

　

の
作
品
を
収
録
）。〔
四
三
歳
〕

康
熙
五
二
年
（
一
七
一
二
）
九
月
：『
希
古
集
』（『
詩
集
』
巻
九
）
収
録
作　

品

の
執
筆
を
開
始（
康
熙
五
九
年〈
一
七
一
九
〉

二
月
ま
で
の
作
品
を
収
録
）。〔
四
四
歳
〕

康
熙
五
五
年
（
一
七
一
六
）：
こ
の
頃
に
妻
・
王
氏
が
亡
く
な
る
。〔
四
八
歳
〕

康
熙
五
六
年
（
一
七
一
七
）
二
月
下
旬
：『
三
藩
紀
事
本
末
』
四
巻
が
成
立
。

　
　
〔
四
九
歳
〕

　
　

※
こ
れ
以
前
に
『
遼
金
正
史
綱
目

　
　
（
遼
史
金
史
綱
目
）』
三
〇
巻
が
成

　
　

立
？

康
熙
五
八
年
（
一
七
一
九
）
三
月
：『
擪
線
集
』（『
詩
集
』
巻
一
二
）
収
録
作

品
の
執
筆
を
開
始
（
康
熙
六
○
年
三
月

ま
で
の
作
品
を
収
録
）。〔
五
一
歳
〕

※
こ
れ
以
前
に
「
何
其
集
」（『
詩
集
』
巻

　

一
〇
）
と
「
研
露
集
」（
同
書
巻
一
一
）

　

収
録
作
品
の
執
筆
を
開
始
。

康
熙
五
九
年
（
一
七
二
〇
）
五
月
：『
五
代
史
志
疑
』
四
巻
が
成
立
。〔
五
二
歳
〕

康
熙
六
○
年
（
一
七
二
一
）
六
月
一
六
日
：『
潭
西
詩
稿
』
一
二
巻
が
成
立
。

　
　
　

楊
陸
栄
自
身
の
序
文
に
加
え
、
同

　
　
　

学
の
友
人
で
あ
る
潘
肇
振
・
陸

　
　
　

が
序
文
を
寄
せ
る
。〔
五
三
歳
〕

七
月
：『
殷
頑
録
』
六
巻
が
成
立
。

康
熙
六
一
年
（
一
七
二
二
）
正
月
：『
物
言
集
』（『
詩
集
』
巻
一
三
）
収
録
作
品
の

執
筆
を
開
始
（
雍
正
元
年
〈
一
七
二
三
〉
八

月
ま
で
の
作
品
を
収
録
）。〔
五
四
歳
〕

四
月
：
外
舅
の
王
原
が
『
潭
西
詩
稿
』
の
序
文
を

寄
せ
る
。
こ
れ
か
ら
間
も
な
い
時
期
に
刊

行
。〔
五
四
歳
〕

※
こ
の
年
、
三
歳
の
男
孫
が
早
世
す
る
。

※
こ
の
頃
ま
で
に
『
夢
囈
集
』
が
成
立
？

雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
三
月
：『
止
止
集
』
下
（『
詩
集
』
巻
一
六
）
収
録
作

品
の
執
筆
を
開
始
（
雍
正
七
年
七
月
頃
ま
で

の
作
品
を
収
録
）。〔
五
七
歳
〕

※
こ
の
頃
ま
で
に
『
詠
物
集
』（『
詩
集
』
巻

　

一
四
）
と
『
止
止
集
』
上
が
成
立
（『
詩
集
』
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巻
一
六
）。

※
こ
れ
以
降
に
「
詠
物
二
集
」（『
詩
集
』
鈔

　

本
）
が
成
立
。

雍
正
七
年
（
一
七
二
九
）
七
月
以
降
：『
潭
西
詩
稿
』
に
九
巻
分
を
増
補
し
た

『
潭
西
詩
集
』
二
一
巻
が
成
立
（
現
存

す
る
の
は
一
六
巻
分
と
「
詠
物
二
集
」

一
巻
の
計
一
七
巻
分
）。〔
六
一
歳
以

後
〕

※
こ
の
年
に
外
舅
の
王
原
が
八
四
歳

　

で
没
す
る
。

乾
隆
七
年
（
一
七
四
二
）
二
月
：『
禹
貢
臆
参
』
二
巻
が
成
立
。〔
七
四
歳
〕

※
こ
れ
と
前
後
し
て
『
経
学
臆
参
』
二
巻
が

　

成
立
？

乾
隆
一
三
年
（
一
七
四
八
）
四
月
上
旬
：『
易
互
』
六
巻
が
成
立
。〔
八
○
歳
〕

※
こ
れ
以
降
に
没
す
る
。

〔
付
記
〕

　

今
回
、『
潭
西
詩
集
』
及
び
『
遼
金
正
史
綱
目
』
の
閲
覧
・
調
査
に
当
た
っ
て
は
、

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
川
合
安
教
授
、
そ
れ
に
静
嘉
堂
文
庫
の
協
力
を
仰

い
だ
。
末
筆
で
は
あ
る
が
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、『
西
亭
文
鈔
』、
乾
隆
『
正

129

定
府
志
』、『
徴
訪
明
季
遺
書
目
』
等
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
影
印
テ
キ
ス
ト

に
拠
っ
た
。




